
この季節、国造神社は樹木の緑が大変美しく、多くの人たちが足を運んでいます。

手野の大杉 （国造神社）
ホームページ　http://ｗｗｗ.city.aso.kumamoto.jp/

手
野
の
大
杉（
元
国
指
定
天
然
記
念
物
）

　

一
の
宮
町
、国
造
神
社
の
神
杉
。樹
齢
２
０
０
０
年
、高
さ
48
メ
ー
ト
ル
あ
り
、九
州
で
も

１
、２
と
い
わ
れ
る
立
派
な
大
杉
で
あ
っ
た
が
、平
成
３
年
の
台
風
で
折
損
。

地
元
の
大
き
な
悲
し
み
と
な
る
。そ
の
後
折
れ
残
っ
た
大
杉
へ
の
保
存
期
成
会
が
結
成
。

平
成
14
年
、上
屋
が
か
け
ら
れ
こ
の
よ
う
な
形
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

手
野
の
大
杉（
元
国
指
定
天
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記
念
物
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一
の
宮
町
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造
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社
の
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杉
。樹
齢
２
０
０
０
年
、高
さ
48
メ
ー
ト
ル
あ
り
、九
州
で
も

１
、２
と
い
わ
れ
る
立
派
な
大
杉
で
あ
っ
た
が
、平
成
３
年
の
台
風
で
折
損
。

地
元
の
大
き
な
悲
し
み
と
な
る
。そ
の
後
折
れ
残
っ
た
大
杉
へ
の
保
存
期
成
会
が
結
成
。

平
成
14
年
、上
屋
が
か
け
ら
れ
こ
の
よ
う
な
形
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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が
ん
ば
ろ
う　

東
日
本
！

〜
復
興
支
援
の
状
況
〜

東
北
３
県
に
総
額
三
千
万
円
を
寄
金

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
未
曾
有
の
大
被
害
を

も
た
ら
し
、
今
も
多
く
の
被
災
者

の
方
々
が
不
安
を
抱
え
、
不
自
由

な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
で
は
、
早
期
復
興
の
た

め
に
は
、
先
ず
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

（
道
路
・
橋
梁
、
上
・
下
水
道
、

仮
設
住
宅
等
の
整
備
）
を
進
め
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
再
構
築
す
る
こ

と
が
よ
り
重
要
と
考
え
、
特
に
被

害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
県
、
宮
城

県
、
福
島
県
に
、
見
舞
金
と
し
て

各
県
１
千
万
円
、
総
額
３
千
万
円

を
寄
金
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
、
自
治
体
に
よ
っ
て

は
、
義
援
金
と
し
て
支
出
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
義
援
金
と
し

て
の
支
出
は
、
被
災
者
の
み
に
分

配
さ
れ
、
早
期
復
興
に
向
け
た
行

政
へ
の
直
接
的
な
支
援
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
見
舞
金
と

し
て
寄
金
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

４
月
26
日
佐
藤
市
長
が
、
３
県

の
東
京
事
務
所
を
訪
れ
、
目
録
と

と
も
に
お
見
舞
い
状
を
手
渡
し
、

同
日
、
各
県
へ
の
振
り
込
み
を
行

い
ま
し
た
。

▲福島県東京事務所 星 所長に目録を
　手渡す佐藤市長。

　

宮
城
県
東
松
島
市
の
被
害
状

況
と
し
て
は
人
口
約
４
万
２
千

人
の
う
ち
死
者
・
行
方
不
明

者
約
１
，
８
０
０
人
（
死
者

１
，
０
０
０
人
余
）
、
家
屋
被
害

は
全
・
半
壊
、
床
下
浸
水
含
め
約

９
，
０
０
０
戸
に
上
り
、
今
も
な

お
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
は
建
物
等
の

一
部
損
壊
は
あ
る
も
の
の
、
被
害

の
ほ
と
ん
ど
は
津
波
に
よ
る
も
の

で
、
沿
岸
部
は
家
屋
が
無
残
な
程

に
流
さ
れ
、
瓦
礫
（
が
れ
き
）
と

汚
泥
の
何
と
も
言
え
な
い
臭
い
の

中
、
実
際
に
目
で
見
た
光
景
は
、

余
り
の
惨
状
に
言
葉
も
出
な
い
状

況
で
し
た
。

　

ま
た
、
以
前
に
比
べ
規
模
も
回

数
も
収
ま
っ
て
き
た
も
の
の
、
余

震
は
、
毎
日
の
よ
う
に
発
生
し
、

宿
泊
所
で
は
非
常
持
ち
出
し
物
や

靴
を
枕
元
に
置
い
て
の
就
寝
と
い

う
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
熊
本
県
震
災
復
興
支
援

チ
ー
ム
の
一
員
に
参
加
し
、
東
松

島
市
役
所
に
て
、
罹
災
証
明
受

付
、
仮
設
住

宅
受
付
、
社

協
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
業
務
、

デ
ー
タ
入
力

作
業
、
罹
災

程
度
に
応
じ

て
被
災
世
帯

現
地
派
遣
職
員
か
ら
の
報
告

余
り
の
惨
状
に

言
葉
も
出
な
い

胸
を
締
め
付
け

ら
れ
る
思
い

▲瓦礫が散乱し、打ち上げらた船。
　（東松島市大曲地区）

▲生活再生支援申請受付業務
　にあたる支援チーム。
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被
災
地
へ
職
員
を
派
遣
し
、
復
興
事
務
を
支
援

　

熊
本
県
の
東
松
島
市
行
政
支
援

チ
ー
ム
に
参
加
、
ま
た
、
熊
本
県

社
会
福
祉
協
議
会
や
熊
本
県
災
害

派
遣
保
健
医
療
チ
ー
ム
の
要
請
に

応
じ
、
５
月
末
日
現
在
、
12
名
の

職
員
を
派
遣
ま
た
は
派
遣
予
定
で

あ
り
、
被
災
者
の
救
援
に
向
け
た

行
政
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
や
被
災
者
の
方
々
の

健
康
相
談
活
動
に
あ
た
り
、
今
後

も
熊
本
県
の
要
請
に
基
づ
き
、
順

次
、
人
的
支
援
を
進
め
ま
す
。

派遣職員名(所属課) 派遣期間 業務内容

熊
本
県
東
松
島
市
行
政
支
援
チ
ー
ム

　

（
宮
城
県
東
松
島
市
）

加藤　勇二郎(総務課) 4月16～22日

● 各種申請受付
業務、罹災証
明、仮設住宅
、被災者生活
再建支援金、
災害弔慰金
● ボランティア
センター支援
活動

北里　和輝(市民環境課) 4月21～27日
小糸　徳雄(建設課) 5月1～7日
森永　英治(農政課) 5月6～12日
荒木　孝文(農政課) 5月11～17日
吉田　英司(企画振興課)
吉岡　喜代信(税務課) 5月21日～27日

村山　大輔(建設課)
浦田　陽介(農政課) 5月26日～6月6日

※ 以降についても継続。
熊本県社会福
祉協議会派遣
（福島県いわ
き市）

村上　潤一(教育課) 4月18～24日
災害救援ボラン
ティアセンター
の運営支援活動

熊本県災害派
遣保健医療チ
ーム（宮城県
南三陸町）

古木なおみ(健康福祉課) 5月26～6月2日 被災者の健康相
談・健康チェッ
ク、避難所の衛
生対策高藤郁子(高齢者支援課) 6月13～20日

●東日本大震災復興支援に係る人的派遣の状況

に
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
の
申
請
受
付
に
従
事
し
ま

し
た
。

　

被
災
に
よ
る
心
身
の
ス
ト
レ
ス

と
将
来
へ
の
不
安
を
抱
え
な
が

ら
、
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
多

く
の
被
災
者
が
行
列
を
な
し
て
各

種
申
請

や
相
談

に
来
庁

さ
れ
ま

す
。

　

泥
で

汚
れ
た

預
金
通

帳
等
を

持
参
さ
れ
る
方
、
何
通
も
の
死
亡

診
断
書
を
持
参
さ
れ
る
方
、
一

人
で
申
請
に
来
た
女
子
中
学
生

等
々
、
毎
日
が
胸
を
締
め
付
け
ら

れ
る
思
い
で
し
た
。

　

延
々
と
支
援
業
務
に
従
事
す
る

な
か
、
ど
れ
だ
け
被
災
者
の
力
に

な
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
時

折
「
熊
本
か
ら
ご
苦
労
様
で
す
。

あ
り
が
と
う
。
」
と
い
う
言
葉
を

逆
に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

「
熊
本
か
ら
ご
苦
労
様
、

あ
り
が
と
う
。」

し
た
。
今
後
は
長
引
く
避
難
生
活

の
疲
れ
と
生
活
再
建
に
向
け
て
の

不
安
に
よ
り
、
被
災
者
の
方
々
は

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
お
り
、

精
神
的
な
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
と
と
も
に
、
そ
の
対
応
に
連

日
連
夜
追
わ
れ
る
、
東
松
島
市
職

員
の
ケ
ア
も
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

熊
本
県
チ
ー
ム
は
全
員
高
い
意

識
を
持
っ
て
支
援
業
務
に
当
た
っ

て
お
り
、

東
松
島
市

か
ら
も
評

価
を
得
て

い
ま
す
。

　

第
７
陣

以
降
は
15

名
体
制
か

ら
、
20
名

体
制
に
、
ま
た
第
12
陣
以
降
は
、

派
遣
期
間
を
延
長
し
11
泊
12
日
の

派
遣
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
災
地
で
学
ん
だ
こ

と
を
阿
蘇
市
の
防
災
行
政
に
活
か

す
と
と
も
に
、
私
た
ち
に
今
何
が

で
き
る
か
を
考
え
、
常
に
危
機
意

識
を
持
っ
て
今
後
の
行
政
事
務
に

従
事
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲山積みにされた車両。

▲ミーティングの様子。
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● 

東
日
本
大
震
災
関
連
の
義
援
金
を　
　
　

支
出
し
た
方
へ

　

個
人
の
方
が
、
国
又
は
被
災
自
治
体
へ
の
寄
附
金
並

び
に
東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど

へ
の
義
援
金
を
支
出
し
た
場
合(

報
道
機
関
等
を
通
じ

て
支
払
っ
た
場
合
を
含
む
。)

、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

所
得
税
・
住
民
税
が
減
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http

://
w
w
w
.nta.go.jp/)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
阿
蘇
税
務
署

(

☎
２
２
‐
０
５
５
１)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
情
報
を　
　
　
　

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
阿
蘇
市
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
の
情
報
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
避
難
前
の

住
所
、
避
難
先
の
情
報
な
ど
）
の
受
付
け
を
開
始
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
け
付
け
た
情
報
は
、
全
国
避
難
者
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
避
難
前
に
お
住
い
の
県
や
市
町
村
に

提
供
さ
れ
、
そ
の
自
治
体
か
ら
様
々
な
お
知
ら
せ
が
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼ 

対
象
と
な
る
方　

東
日
本
大
震
災
等
に
伴
い
阿
蘇
市

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

受
付
時
間
：
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で(

土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く)

▼ 

申
し
込
み
方
法　

登
録
の
た
め
の
書
類
に
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
避
難
前
の
住
所
、
避
難
先
の
情

報
な
ど
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

本
人
確
認
の
た
め
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
及
び
受
付
窓
口
】

　

阿
蘇
市
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
対
策
本
部
事
務
局

　

☎
２
２
‐
３
５
１
０

　

津
波
被
害
や
原
発
事
故
に
伴
う
集
団
移
転

の
受
け
入
れ
施
設（
被
災
者
サ
ポ
ー
ト
施
設
）

と
し
て
、
内
牧
の
旧
公
立
学
校
共
済
組
合
阿

蘇
保
養
所
「
ひ
の
く
に
会
館
」
の
購
入
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
の
く
に
会
館
」
は
、
平
成
17
年
３
月

に
閉
鎖
さ
れ
た
保
養
施
設
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
延
べ
床
面
積
約
３
千
㎡
、
敷
地

面
積
約
６
千
８
百
㎡
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
市
や
全
国
市
長
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
出
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
被

災
市
町
村
の
防
災
対
策
本
部
に
呼
び
か
け
を

行
い
、
10
世
帯
以
上
の
集
団
移
転
等
が
決
ま

り
次
第
、
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
９
日
に
開
か
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
、
総
額
３
千
万
円
で
の
購
入
を

決
定
し
ま
し
た
。

被災者受け入れ施設として
旧ひのくに会館購入を決定

　震災発生以来、公共施設４８ヵ所に義援金箱を設置して市民の皆様にご協力をお願いしています。
■義援金の受付状況

　４月分の総額  2,602,334円　（義援金429,230円、各行政区等2,173,104円）
　　　　　累計13,454,969円
　寄せられました義援金は「阿蘇市民一同」からの義援金として熊本善意銀行に振り込みましたので、
日本赤十字社を通じて被災された方々に届けられることになります。
　なお、義援金は引き続き受け付けていますので、重ねてご協力お願い申し上げます。

東日本大震災の救援義援金ご協力ありがとうございます

問い合わせ先：総務課秘書政策室　☎２２－３１１１　　　５５－３１１１　　　　　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。
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●山腹崩壊・河川氾濫にご注意を！

　 から秋にかけて、大雨や台風等による災害が発生しやすくなり
ます。災害に備え、市から緊急に防災情報を提供する防災行政無線、
お知らせ端末や避難場所・避難経路の確認をお願いします。

●地域で助け合いましょう

　 子どもや高齢者、体の不自由な方などを地域で把握し、住民同士で協
力体制を築いておきましょう。近所の傾斜地が崩れそうな場合や河川
や側溝が氾濫しそうな場合は、市役所または各支所までご連絡ください。

●防災行政無線の戸別受信機は聞こえていますか？

　 大雨や台風等が発生した場合、テレビ、ラジオ、インターネット、防災行政無線、お知らせ端末等で
放送される気象注意報・警報に注意が必要です。 特に、防災行政無線の戸別受信機に故障や電池切れ
　が発生していないか、コンセントが抜けていないかをご確認ください。

●自主避難場所

　一の宮保健センター、内牧支所、波野保健福祉センター

避難対象地区 避難場所

宮　地
一の宮体育館・農業構造改善センター・宮地小学校体育館・一の宮中学校体育館
・かんぽの宿阿蘇

坂　梨 坂梨小学校体育館・坂梨公民館
古　城 古城小学校体育館
中　通 中通小学校体育館・中通公民館・荻の草公民館・阿蘇中央高校阿蘇清峰校舎体育館

内　牧 阿蘇体育館・阿蘇体育館武道場・農村環境改善センター・内牧小学校体育館・阿
蘇北中学校体育館

山　田 山田小学校体育館・鷲の石公民館・今町公民館
黒　川 碧水小学校体育館・阿蘇中学校体育館・乙姫小学校体育館・阿蘇市コミュニティーセンター
永　水 車帰公民館・赤水公民館・永草公民館・阿蘇西小学校体育館

狩　尾 尾ヶ石東部小学校体育館・狩尾１区公民館・狩尾２区公民館
阿蘇北中学校体育館・旧ＪＡ阿蘇尾ヶ石支所

的石・跡ヶ瀬 跡ヶ瀬公民館・阿蘇西小学校体育館
楢木野・赤仁田・中江・滝水・山崎・仁田水 波野体育館・波野公民館・波野保健福祉センター
小園・小地野・笹倉 やすらぎ交流館・林業研修集会施設
立塚・遊雀・中道・横堀 農村婦人の家・郷土芸能伝承館

大道・坂の上 波野中学校・波野小学校

●避難勧告が出された場合の避難場所

＜問い合わせ先＞総務課防災交通係　　☎２２－３１１１（お知らせ端末）５５－３１１１
　　　　　　　　内牧支所総務振興係　☎３２－１１１１（お知らせ端末）５５－１１１１
　　　　　　　　波野支所総務振興係　☎２４－２００１（お知らせ端末）５５－２００１
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永吉  靖央
ながよし　やすひろ

滝野  史朗
 たきの　　しろう

平井  康裕
 ひらい     やすひろ

阿蘇中央病院の診療体制が更に充実しました！
－ 診療 担当医のご紹介 －　　　　　

蘇
中
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月
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の
常
勤・

非
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の
医
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迎
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療
体
制
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ま
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。

　

専
門
の
診
療
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域
、外
来

診
療
担
当
医
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下
表
の
通
り

で
す
。

■
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来
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時
間
等
に
つ
い
て

　
午
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９
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〜
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付
８
時
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分
〜
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）

　
午
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14
時
〜
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付
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時
〜
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時
30
分
）

■
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児
科
の
診
療
に
つ
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て
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児
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師
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接
種
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診
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た

　
め
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後
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す
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と

　
が
あ
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ま
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の
で
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で

　
お
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だ
さ
い
。

■
救
急
外
来
に
つ
い
て

　
　
24
時
間
体
制
で
当
直
医  

　
が
診
療
い
た
し
ま
す
。

　
　

当
直
医
に
よ
っ
て
は
専

　

門
外
の
疾
患
も
ご
ざ
い
ま

　
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
電
話

　
で
ご
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認
く
だ
さ
い
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阿

月 火 水 木 金

神
経
内
科

内　
　
　
　
科

氏　　名 外来診療日職 名 専門領域
資格等

循
環
器
科

外　

科

整
形
外
科

院 長

医 師
内科一般

非常勤
医 師

非常勤
医 師

非常勤
医 師

非常勤
医 師

非常勤
医 師

医 師

副院長

部 長
病棟管理・手術等
（急患のみ対応）

病棟回診等
湯本  信也
 ゆもと     しんや

内科全般、血液内科

日本内科学会認定医、日本血液学会認定医、
日本血液学会専門医

内科全般、消化器内科

日本内科学会認定医、日本消化器学会専門医、
日本消化器内視鏡学会専門医

脳血管障害、頭痛（偏頭痛・緊張型頭痛・
群発頭痛）、神経変性疾患
日本内科学会認定医、日本神経学会専門医、
日本脳卒中学会専門医        

日本内科学会内科認定医、日本循環器学会
循環器専門医

循環器全般、虚血心疾患、心不全、
循環器救急疾患

整形外科疾患、リウマチ疾患、
リハビリテーション
日本整形外科学会専門医、日本リウマチ学会専門医、日本リハビリ
テーション医学会専門医、日本体育協会公認スポーツドクター、
インフェクションコントロールドクター

○
◎検○

◎検○
◎

検○
◎検○

◎検

○
◎－○

◎－－

－－－○
◎

○
◎

－－－○
◎

○
◎

－○
◎－－－

－○
◎－－－

－○
◎－－－

－○
◎－－－

－－－－－

○
◎－－－－

－○
◎－－－

○
◎検◇－○

◎
○
◎－－－－

病棟管理・手術等
（急患のみ対応）

○
◎

○
◎

○
◎

○
◎

○
◎

○
◎

○
◎

○
◎

○
◎

○
◎

－○
◎－－－

内科一般、呼吸器科、血液内科、透析

産業医

内科

日本内科学会認定医、日本呼吸器学会、
日本睡眠学会

消化器内科

日本内科学会認定医

消化器外科、乳腺外科、下肢静脈瘤等

日本外科学会専門医、日本消化器学会認定医、
マンモグラフィ読影認定医、産業医

（波野診療所）

（明生病院）

（熊大病院）

（熊大病院）

（国立感染症研究所）

坂口  一寿
さかぐち　かずひさ

合志  和人
 ごうし     かずと

佐藤  英明
 さとう     ひであき

川崎　剛
かわさき     たけし

本田  省二
 ほんだ 　 しょうじ

山口  一成
やまぐち　かずなり
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後
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前
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午
後
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午
後
午
前
午
後

永吉  靖央
ながよし　やすひろ

月 火 水 木 金
氏　　名 外来診療日職 名 専門領域

資格等

同上

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科

脳
神
経
外
科

皮 

膚 

科

小 

児 

科

非常勤
医 師

非常勤
医 師

非常勤
医 師

非常勤
医 師

医 師

新
職
員
紹
介

新
職
員
紹
介

循環器科医師

　平成２１年から非常勤医師として阿蘇中央病
院で診療させていただいておりましたが、十分
な診療ができず忸怩たる思いがありました。

４月から常勤医師となりますので、改めて身が引き締まる
思いです。阿蘇地域は熊本県内でも高齢化が進んだ地域で
あり、ある意味将来の日本を先取りした地域です。同時に、
県外や海外からの旅行者も多く、阿蘇地域の医療を充実さ
せることは熊本県にとっても重要な課題です。微力ではあ
りますが、地域のために努力して参りたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

看護師 岩下  誠
いわした　まこと いえいり　　り　え

　常に向上心を持って、
仕事を行っていきたいと
思います。よろしくお願
いします。

診療表の見方　　○ … 初診　◎ … 再診　△ … 紹介　検 … 検査のみ　◇ … 内科診療　● … 休診の場合あり

リハビリテーション全般
日本整形外科学会専門医、日本整形外科学会認定運動
器リハビリテーション医、日本リハビリテーション医
学会臨床医、日本リハビリテーション医学会専門医

脳血管障害、血管内治療

脳神経外科専門医、脳卒中専門医、
血管内治療指導医

血液疾患、悪性疾患

－－◎
△－－

－－◎
△－－

－－－－○
◎

－－－－○
◎

－－－－○
◎

○
◎

○
◎

○
◎－○

◎
○
◎

○
◎●－○

◎

－－－○
◎－

－－－○
◎－

皮膚腫瘍

日本皮膚科学会認定皮膚科専門医

小児一般、血管疾患、悪性腫瘍（貧血、血小板減少症、
血友病、白血病、悪性リンパ腫、悪性固形腫瘍、免疫不全）

新生児、小児発達

日本小児科学会専門医、がん治療専門医

非常勤
医 師

非常勤
医 師

非常勤
医 師

日本小児科学会専門医、がん治療専門医

小児一般、血管疾患、悪性腫瘍（貧血、血小板減少症、
血友病、白血病、悪性リンパ腫、悪性固形腫瘍、免疫不全）

日本小児科学会専門医

小児一般、膠原病（全身エリテマトーデス、
若年性特発性関節炎）

（熊大病院）

（熊大病院）

（熊大病院）

小児科医師 橋山  元浩
　平成９年から非常勤で阿蘇
中央病院に来ていましたが、
４月から常勤として働くこと

になりました。これまで同様小児保健関
連（乳幼児健診や予防接種）の仕事や、
外来での診療をがんばっていきたいと
思います。入院も少しずつですができる
ようになると思います。専門は血液疾
患ですが、小児科一般一通りやってき
ました。どうぞよろしくお願いします。

看護師 家入  里恵 もとだ　 かおり

　一職員として、役割を確
実に果たせるよう、日々、
努力していきたいと思います。
御指導お願いいたします。

臨床検査技師

元田  佳織
　ご迷惑をお掛けすること
もあるかと思いますが、よ
ろしくお願いいたします。

（熊大病院）

（熊大病院）

（熊大病院）

（熊大病院）

－－－－－

火曜日は、非常
勤医師が週交替
で外来診療を行
います。

《問い合わせ先》 阿蘇中央病院　☎３４－０３１１

橋山  元浩
はしやま　もとひろ

はしやま　もとひろ

西　佳子
にし　　　よしこ

甲斐　豊
 か  い  　　ゆたか

工藤　淳
 くどう　　じゅん

岩井  昌憲
 いわい 　まさのり

阿南　正
 あなん　  　ただし

興梠  雅彦
こうろぎ　まさひこ

鍬田  直美
 くわだ　 なおみ

広報 あそ 2011.067



翌
日
以
降
（
過
去
）
の

お
知
ら
せ
が
入
っ
て
い

ま
す
。

お知らせ端末
情報!!
お知らせ端末
情報!!
お知らせ端末
情報!!
お知らせ端末
情報!!

ごみカレンダーを見るには くらしの便利情報 のボタンをタッチ！

阿蘇市役所に電話をするときは！
公共施設電話帳のボタンをタッチすると各課の電話番号が出てきて
タッチのみで電話がかかります。この画面への行き方は、 くらしの
便利情報から阿蘇あんしん福祉ネットをタッチ。

今日の天気を詳しく
見るなら！
明日のお天気をタッチすると、今日、明日、明後日の熊本県内の
天気を見ることができます。画面を触って上下に動かして見ます。

見たい時にタッチ！
便利な

が掲載されました。
ごみカレンダー

フレッシュマンを動画で見よう！
本誌の最後のページに連載中の「まちのフレッシュマン」を動画
でご覧いただけます。見方は、みんなのミニテレビ から広場 チャ
ンネル をタッチ。その他のチャンネルもぜひ、ご覧下さい。

困ったときはサポートセンターをご利用ください！
お知らせ端末や光インターネットの故障などトラブルの際は、ＩＴサポートセンター（阿蘇テレワーク
センター内）☎２３－６００９までご連絡ください。

〔 問い合わせ先 〕　情報課 ☎２２－３２５３ 　　　５５－３２５３

※くらしの便利情報には
　たくさんの情報が入っ
　ています。
　お確かめください。

ここをタッチ
↑ 

上
下
に
動
き
ま
す 

↓
ここをタッチ

広報 あそ 2011.06 8



町１・２区、北１・２区
志賀　和代

古神１・２区
磯邊　由加

古神３区
岡田　惠子

東１・２・３区
山内　ゆかり

西２区・塩塚
榊　千春

西１・３区
黒田　幸子

分１・２・３区
岩下　ノブ子

福岡・神石・古閑
上町・東仲町・西仲町
古木　美佐子

福岡・馬場・豆札
桜町・下町
中川　照美

古城１区～４区
井　豊子

古城５の1区～７区
工藤　スミヱ

中通校区全域
笹原　惠美子

上役犬原
下役犬原・道尻
白石　啓子

西町・竹原・蔵原
本田　やす子

東黒川・坊中
北黒川

江藤　さゆみ

上西黒川・元黒川
南黒川

髙宮　由紀

乙姫・下西黒川
伊藤　京子

西小園・西湯浦
湯浦・南宮原
小島　ヤス子

浜川・宇土・折戸
成川・黒川千丁
中嶋　智美

内牧１・２区
和田　佐乙里

内牧３・４区
小里

北里　和子

内牧５区
工藤　美輝子

今町・黒流町・小池
小倉・西小倉
村上　カツヨ

山田・小野田全域
佐藤　幸子

永草・枳
榮　秀子

狩尾１・２・３区
楢林　幸子

赤水・車帰
田邊　眞紀子

跡ケ瀬・的石
坂口　静代

中江・滝水・山崎
仁田水

後藤　五十子

大道・坂の上
高日　シゲ子

楢木野・赤仁田
天艸　江里子

横堀・立塚・遊雀
中道

後藤　千尋

小地野・小園・笹倉
甲斐　由美子

妊婦さんや乳幼児のお母さん宅を訪問する

母子保健推進員の皆さんをご紹介します母子保健推進員の皆さんをご紹介します
母子推進委員とは・・・
お母さんたちの、よき相談相手になってくれる
方々です。担当地区の妊婦さんや、小さい子ど
もさんの家を訪問します。
出産・育児で不安や心配ごとがありましたらご相
談ください。

母子推進委員とは・・・
お母さんたちの、よき相談相手になってくれる
方々です。担当地区の妊婦さんや、小さい子ど
もさんの家を訪問します。
出産・育児で不安や心配ごとがありましたらご相
談ください。

広報 あそ 2011.069
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きれいな花が咲きますように
「人権の花」運動

　植物の栽培を通して、命の大切さや相手への思いや
る気持ちなどを身につけてもらおうと、古城小学校で
4月 28 日、「人権の花」運動の伝達式が行われ、ヒ
マワリやコスモスなど、６種類の花の種が児童に手渡
されました。 
　この取り組みは、阿蘇郡市などの市町村で構成する、
阿蘇大津人権啓発活動地域ネットワーク協議会が人権
啓発活動活性化事業として毎年実施されているもので
す。式の中で池部校長は 「花にも優しさを込めて、大
切に育てて欲しい」と児童に語りました。
　なお、秋には、メッセージと花の種を付けた風船を
飛ばす催しも行われる予定です。 

阿蘇市人権・同和教育推進協議会総会

　５月１７日、平成２３年度阿蘇市・同和教育推進協
議会総会が阿蘇いこいの村で行われ、関係者約 200
名が参加し、昨年度の事業及び決算、本年度の事業計
画等などが承認されました。 
　同協議会は、行政、企業関係、学校関係者など
１１８団体で構成されており、同和問題をはじめとす
るあらゆる差別の解決、人権意識の普及高揚、教育・
啓発活動の推進を図るために設置されています。 
　総会後には、研修会として、啓発映画『人権のヒン
ト 地域編』が上映されました。

馬とのふれあい提供
子ども４００人が乗馬体験

　阿蘇市青少年市民会議（安部武夫会長）は、５月３
日～５日まで、内牧ファミリーパークあそ☆ビバで、
乗馬の無料体験を実施しました。これは、阿蘇の象徴
である馬に、地元に住みながらなかなかふれ合う機会
がないので、馬の方から公園に出向いて乗馬ができる
機会をつくったもので、３日間でなんと４００人を超
える子どもたちが乗馬を楽しみました。
　初めて乗る子どもが多く、馬の優しさ、かっこよさ
を知り皆大喜びで、保護者からも感謝の声が多数聞か
れました。

「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰受賞
内牧花原川を守る会

　内牧花原川を守る会（小嶋維男会長）は、花原川付
近の美化・緑化活動において顕著な功績があったとし
て、「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰を受賞
されました。
　本会は、花原川流域の住民へ「郷土の自然と歴史を
生かした古里づくり」を呼びかけ、平成７年１月に趣
旨に賛同する７２名（５団体）により発足し、年間を
通して、花原川流域と周辺道路の清掃、除草作業や植
栽などの美化・緑化に努められています。
　また、花原川に生息する生物や飛来する野鳥の調査
や説明板の設置、地域子ども会と一緒に外来植物の根
絶のための啓発・撲滅活動に取り組むなど、自然保護
に関する活動にも活発に取り組んでいます。

▲市長へ受賞報告を行いました。
　右から湯浅さん、島津さん、小嶋さん。
▲市長へ受賞報告を行いました。
　右から湯浅さん、島津さん、小嶋さん。
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子安河原観音例大祭

　5 月 8 日、「子授か
りの守り神」として知
られる乙姫子安河原観
音で、乙姫区（松本克
巳区長）主催による祭

事が行われ、地元関係者など約 50人が参加しました。
　この日、祭事に出席した熊本市在住の倉本さん夫婦
は、平成２０年から数回お参りに訪れ、昨年、待望の
お子さんを授かったとのことで、子授かりのお礼とし
て敷地内に桜の木を植樹し、大変喜んでおられました。
　子安河原観音には、年間約６，０００人の参拝者が
訪れており、クチコミやホームページを開設したこと
により、毎年増えているとのことです。公園も整備さ
れています。ぜひ一度、ご来園ください。
(http://www.aso.ne.jp/̃koyasugawara/）

　阿蘇地区交通安全協会及び阿蘇警察署主催による
「阿蘇の集い～交通安全出発式～」が５月１０日、阿
蘇市就業改善センターで開催され、交通安全関係者約
１００人が参加しました。
　これは、５月１１日から２０日までに実施された春
の全国交通安全運動の一環として、「世界の阿蘇から
交通事故死ゼロ」をスローガンに開催されたものです。
　この日、交通安全功労者表彰などの各種表彰や阿蘇
自動車学校（小澤佑彦校長）から阿蘇市及び産山村へ
の交通安全旗の贈呈などが行われた後、熊本県警察音
楽隊によるコンサートが開催され、会場は大いに盛り
上がりました。
　また、５月１３日、阿蘇警察署横において、阿蘇市
交通安全母の会（神保京子会長）主催により、環境にや
さしい廃油石鹸２００個とチラシをドライバーに配布
し、安全運転を呼び掛けるキャンペーンが行われました。
　この日、同会のメンバー２０人が警察署横に誘導さ
れた運転者一人ひとりに「安全運転をお願いします」
と呼びかけ、啓発を行いました。　　

交通事故死ゼロを目指して！

▲熊本県警察音楽隊によるコンサートの様子。

▲交通事故防止キャンペーンの様子。

民生委員・児童委員表彰

　民生委員・児童委員として、１５年以上永年勤続さ
れ、昨年１２月の一斉改選により退任された国武香さ
ん（上役犬原）、靏林道也さん（東黒川）、佐藤ウタ子
さん（分１区）が厚生労働大臣特別表彰、熊本県社会
福祉功労者知事表彰、全国民生委員児童委員連合会会
長表彰を受けられました。皆さんは、昨年まで多年に
わたり民生委員として社会福祉の増進に貢献され、そ
の功績が認められたものです。
　また、亀井カヨ子さん（本村）が、１５年以上多年
にわたる民生委員としての功績が認められ、熊本県社
会福祉功労者知事表彰を受けられました。今後も引き
続き、社会福祉の増進のため、委員を努められます。

▲植樹した倉本さんご家族ら。

▲左から、佐藤さん、亀井さん、靏林さん、国武さん。
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北外輪山でオフロードバイクレース

　自然の地形を生かしたオフロードバイクレース用の
コースが、阿蘇市では阿蘇観光牧場（山田東部牧場）
と夢大地グリーンバレー（新宮牧場）にあり、年間数
回の迫力あるレースが繰り広げられています。　　　
　レースを主催しているのはファクトリー・スポーツ。
４月２４日に開催された第１戦グレーンバレーＡＳＯ
ＫＡＮでも県内外から参加者が集い白熱したレースが
展開されました。また今回は東日本大震災の復旧を
願った義援金が会場で募られ、参加者や観戦者が協力
しました。

　オフロードバイクに興味のある方は、
第３戦目のレースが９月に開催される予
定です。観戦は無料ですのでぜひお越し
ください。詳しくはファクトリー・ス
ポーツのホームページを参照ください。

地域の奉仕活動に尽力
阿蘇ライオンズクラブが河川清掃

　阿蘇ライオンズクラブ（草尾幸隆会長）は年間を通
して、地域の奉仕活動を行っており、４月２３日には、
内牧の黒川付近で約４０名が参加し、河川敷とその周
辺の清掃活動を行いました。
　また、５月１４日、阿蘇ライオンズクラブ旗争奪阿
蘇郡市中学生女子ソフトボール大会が一の宮中学校で
行われ、阿蘇郡市内から 3チームが出場しました。 
　この大会は同クラブ主催で毎年開催されており、今
年で１２回目。
試合は 3 チー
ム総当たり戦で
行われ、阿蘇・
一の宮中学校合
同チームが優勝
しました。 

▲ 義援金を副市長へ渡すファクトリー・スポーツ
（山野隆一氏）と夢☆大地オフロード部（井野
優氏。右から２番目）

教育研究事業指定校に認定
古城小学校、一の宮中学校

　熊本県教育委員会では、「こどもたちの『生きる力』
を育む教育の充実」を目指して、県内の学校を指定し、
研究事業を実施しています。阿蘇市では古城小学校と
一の宮中学校が事業モデル校に指定され、５月１９日
に、市役所で指定書の授与が行われました。
　古城小学校は、学校応援団「古城っ子応援団」を募
り、家庭や地域と連携し、基礎学力の向上を図る取り
組みを、昨年度から引き続き継続して行います。
　また、一の宮中学校では、「生きる力」を育む研究
指定校に認定され、『自分、仲間、ふるさとを愛す、
豊かな心を身に付けた生徒の育成』をテーマに、主に
道徳教育の充実を図る取り組みを行います。

▲ 指定書授与の様子。左から池部眞智子校長(古城小)、
日　教育長、家入春三校長(一の宮中)。

▶レースの様子(スタート前)。
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今年も見事に咲いたツツジに乾杯！

　長寿ヶ丘公園のツツジ１万株が今年も見事に咲き、
狩尾地区老人会恒例の花見行事が、５月１８日盛大に
行われました。ピンクや白のツツジと山肌の新緑が見
事に映え、写真家などの人気スポットとして親しまれ
る長寿ヶ丘ですが、４０年以上、地元の方々が手入れ
をされ、このような光景が生まれています。現在も老
人会でつくる管理組合（鎌倉昭七組合長）が週に１～
２回、剪定やトイレ掃除を行っておられます。
　この日の花見の宴は、ツツジにも心があるかのよう
に老人会の方々を華やかに包み込んでいました。

技ひかる。住民手づくり品を展示

　阿蘇市内には趣味とはいえ工芸などですばらしい作
品を作り出している方がたくさんおられます。そんな
方々が寄せ合っての作品展は、まち散策のスポットと
して、全国で流行っていますが、阿蘇市ではまだまだ。
そこで、横堀区長の岩瀬國興さんが、旧波野西部保育
園の現在の所有者の協力を得て、まち活性化の拠点に
しようと計画され、早速、周囲からの声が高かった手
づくり工芸展を５月３日開催されました。
　会場には、木工、かずら、トウモロコシの皮などの
工芸品の他、阿蘇の写真や、アクセサリー、パン、コー
ヒー等の手作り作品が展示され、訪れた人々に感動を
与えました。

キャンプで大自然満喫！
　坊中野営場でもキャンプ場開き

　緑が美しい季節が到来し、阿蘇市営坊中野営場でも
５月１１日、キャンプ場開きと安全祈願祭が行われま
した。祈願祭には、市長はじめ警察や消防など関係者
約３０人が参加。乙姫保育園の園児も参加しシーズン
中の安全と繁栄を祈願しました。
　九州最大級の広さを誇る坊中野営場は、阿蘇坊中登
山道の３合目付近で、火口までのトレッキングの基地
として最適です。ぜひ、ご利用ください。
　市内のキャンプ場情報は、阿蘇市ホームページで紹
介しています。ぜひ、ご覧ください。

ボランティア活動の成果を還元 
小学校に図書カードを寄贈

　5月１０日、オムロン阿蘇株式会社（鳥越浩二代表
取締役社長）と同社労働組合（酒井秀基執行委員長）は、
市内小学校１１校に図書カードを寄贈されました。 
　同社は、会社独自の取り組みとして、エコ活動やボ
ランティア活動の成果をポイント制にし、年間を通じ
て獲得したポイントを換算して、地域に寄付する取り
組みを一昨年から実施しており、オムロングループ全
社で地域はもとより、国内外の広い範囲で、ボランティ
ア活動等に力を入れています。
　また、併せて東日本大震災の被災地への義援金も寄
付されました。 
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市からのお知らせ

infoinformationmationinfoinformationmation
７月１０日（日）は
阿蘇市農業委員会委員一般選挙の投票日です

《問い合わせ先》　選挙管理委員会事務局　☎２２－３２３９

投票時間　午前７時から午後６時まで
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【各選挙区の定数及び立候補できる方】
選挙区 定　数 立候補できる方（以下の条件を満たしている方）
一の宮 ９人 ○阿蘇市に住所を有する方

○年齢が満２０歳以上である方
○次のいずれかに該当する方
　(1)10アール以上の農地について、耕作の業務を営む方。
　(2) 10アール以上の農地について、耕作の業務を営む同居の親族又はその配偶者。
　(3) 10アール以上の農地について耕作の業務を営む農業生産法人の組合員又は社員。
※外国人の方も上記の条件を満たしていれば被選挙権を有します。
※選挙人名簿に登録されていない方も上記の条件を満たしていれば被選挙権を有します。

内　牧 ３人 
永水・尾ヶ石 ５人 
黒　川 ６人 
山　田 ３人 
波　野 ４人 

当日、投票に行けない方は期日前投票を利用しましょう！！当日、投票に行けない方は期日前投票を利用しましょう！！

７月４日（月）から７月９日（土）までの６日間、『期日前投票』ができます。
◎時　間　午前８時３０分から午後８時まで
◎場　所　一の宮選挙区・・・・・・・・・・・・・・・阿蘇市役所
　　　　　内牧、永水・尾ヶ石、黒川、山田選挙区・・・内牧支所
　　　　　波野選挙区・・・・・・・・・・・・・・・・波野支所

※ 選挙区ごとに期日前投
票所が異なりますので、
ご注意ください。

選挙区 投票区 行　政　区　又　は　地　区　名 投票所名

一 の 宮

１ 一の宮町宮地 阿蘇市役所
２ 一の宮町坂梨、中坂梨 坂梨公民館
３ 一の宮町北坂梨、三野、手野 古城公民館
４ 一の宮町中通、荻の草 中通公民館

内牧 ５ 内牧１区・２区・３区・４区・５区、成川、小里、南宮原、湯浦、西湯浦、
深葉、西小園、折戸、宇土、浜川、茗ヶ原 内牧支所

永水・
尾ヶ石

６ 狩尾１区・２区・３区 狩尾２区公民館
７ 跡ヶ瀬、的石、赤水、車帰、枳、永草 広域行政事務組合未来館

黒川
８ 下西黒川、乙姫、黒川千丁 乙姫公民館
９ 西町、竹原、蔵原、東黒川、坊中、南黒川、元黒川、北黒川、上西黒川 坊中公民館
１０ 道尻、下役犬原、上役犬原 コミュニティセンター

山田 １１ 鷲の石、原の口、山田、小倉、西小倉、小池、黒流町、今町、下の原、
新村、小野田町、本村

阿蘇地域水田農業
推進協議会

波野 １２ 波野 波野支所

【各行政区（地区）の投票所】
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市からのお知らせ
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地域づくりに関する各種情報提供を行っています
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《問い合わせ先》　企画振興課地域振興係　☎２２－３１６９
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で
、
ま
ず
は

infoinformationmationinfoinformationmation
６ 月 ２ ５ 日 ( 土 ) は

ＡＳＯクリーン作戦の日です！

体
（
法
人
格
を
有
し
な

い
任
意
団
体
等
）
は
全

て
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
登
録
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。（
平
成
23

年
６
月
１
日
現
在
で
30

団
体
が
登
録
し
て
い
ま

す
。）
登
録
手
続
き
に
関

し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
企
画
振
興
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登録していただいた団体には
阿蘇市に届いた地域づくりに関する講演会やイベントの
案内、各種助成事業等の情報を提供します。（情報提供
は経費削減のため、メールを優先して使用しますので
メールアドレスの登録をお願いします）
※ 登録料等の料金の支払については一切発生しません。
また、登録者の情報はこの情報提供以外では使用いた
しません。

現在登録している団体各位へ
阿蘇市から送られてくる団体名や宛名・住所等に誤りや
変更等はありませんか。もし修正、変更等がありました
ら企画振興課（☎22-3169）までご一報願います。
※メールアドレスの登録について、ご協力をお願いします。 阿蘇市地域づくり団体

登録に関するホームページ
http://www.city.aso.kumamoto.jp/
living/organize/com_build_group.html

日時：６月２５日(土) 午前９時受付 午前９時30分開会式
　　（ 少雨決行・・・中止の場合は当日午前７時頃、防災

　　　　　　　無線で連絡します。）
集合場所：阿蘇市波野支所(ゴミ袋、軍手は準備します。)
駐車場：ＪＡ阿蘇波野支所、波野公民館、波野保健福祉センター

『
Ａ
Ｓ
Ｏ
ク
リ
ー
ン
作
戦
』

を
皮
切
り
に
、
地
域
の
取
り

組
み
の
中
に
浸
透
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
参
加
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
域
に
お
い
て

も
「
市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
に
併
せ
美
化
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
（
ゴ
ミ

袋
は
市
で
準
備
い
た
し
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
）

【ＡＳＯクリーン作戦実施区間】

《問い合わせ先》　市民環境課生活環境係　☎２２－３１３５　　　５５－３１３５　　　　　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。



市からのお知らせ

infoinformationmationinfoinformationmation
アナログ放送終了間近！

地デジ臨時相談コーナーを開設します

《問い合わせ先》　情報課広報情報係　☎２２－３２５３　　　５５－３２５３

広報 あそ 2011.06 16

会場 日程

阿蘇市役所
本庁

6月 15日(水)、20日(月)、21日(火)、24日(金)、27日(月)、30日(木)   

7月 1日(金)、6日(水)、7日(木)、12日(火)、13日(水)、19日(火)、20日(水)、
25日(月)、26日(火)、29日(金)

8月 1日(月)、4日(木)、5日(金)、10日(水)、11日(木)、16日(火)、17日(水)、
22日(月)、23日(火)、26日(金)

内牧支所

6月 16日(木)、22日(水)、28日(火)

7月 4日(月)、8日(金)、14日(木)、21日(木)、27日(水)

8月 2日(火)、8日(月)、12日(金)、18日(木)、24日(水)

波野支所

6月 17日(金)、23日(木)、29日(水)

7月 5日(火)、11日(月)、15日(金)、22日(金)、28日(木)

8月 3日(水)、9日(火)、15日(月)、19日(金)、25日(木)

■地デジ臨時相談コーナーの会場、日程 ※開設時間：午前8時30分から午後5時15分

地デジに関するご相談は　デジサポ熊本まで！！☎096‐300‐8800 

infoinformationmationinfoinformationmation
～結婚５０年を迎える方へ～　

金婚夫婦表彰を行います

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
御
成
婚

を
機
に
発
足
し
ま
し
た
金
婚

夫
婦
の
表
彰
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

６
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
区
長
又
は
市
役
所
高
齢

者
支
援
課
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

《問い合わせ先》高齢者支援課高齢者福祉係　☎２２－３１４５　　　５５－３１４５　　　

　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。

７
月
24
日
に
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
放
送
が
終
了
し
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
と
完
全

移
行
し
ま
す
。
こ
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
に

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
テ
レ
ビ
又
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
デ
ジ

の
準
備
を
し
な
い
と
７
月
24
日

正
午
以
降
、
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　

デ
ジ
サ
ポ
熊
本
で
は
、
特

に
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
を

対
象
と
し
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
関
す
る
正
し
い
地s

機
と

情
報
を
お
伝
え
し
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
受
信
を
お
勧
め
す
る
と

共
に
、
技
術
的
な
お
手
伝
い
を

目
的
と
し
、
地
デ
ジ
臨
時
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
下
記
の
日
程
、
会

場
に
て
開
設
し
ま
す
。　
　
　

　
「
地
デ
ジ
の
準
備
を
し
た
い

け
ど
、
ど
う
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
ご
家
庭
の

皆
さ
ん
は
、
是
非
こ
の
機
会
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
又
、
ご
要

望
に
応
じ
て
、
地
デ
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
（
協
力
電
気
店
）、
地
デ

ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
戸
別
訪
問

を
実
施
し
、
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

【
金
婚
夫
婦
表
彰
対
象
者
】

　

 

昭
和
36
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
た

ご
夫
婦
。

【
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
事
項
】

　

 

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　

②
満
年
齢
（
記
入
時
点
）

　

③
現
住
所

　

④
結
婚
年
月
日

　

⑤
電
話
番
号

受付時間：（平日）9:00～21:00　（土・日・祝日）9:00～18：00



市からのお知らせ

広報 あそ 2011.0617

infoinformationmationinfoinformationmation
ＡＳＯ環境共生基金事業報告

総額２３，１４６，２８０円のご寄付をいただきました

Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基

金
に
は
、
平
成
22

年
度
も
引
き
続
き
全
国
の
企

業
や
団
体
、
個
人
の
皆
様
か

ら
阿
蘇
に
対
す
る
想
い
を
寄

付
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
23
年
３
月

末
ま
で
の
寄
付
申
込
は
延

べ
１
，
０
０
９
件
、
総
額

２
３
，
１
４
６
，
２
８
０
円

に
達
し
ま
し
た
。

　

現
在
基
金
を
活
用
し
、

① 

阿
蘇
の
将
来
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

し
た
環
境
教
育
事
業

② 

阿
蘇
に
自
生
す
る
貴
重
な

野
生
植
物
の
保
護
事
業

③ 

阿
蘇
山
上
の
自
然
再
生
等

事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
な
お
一
層
阿
蘇
の

自
然
環
境
の
維
持
・
保
全
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

問い合わせ先　企画振興課企画調整係　☎２２－３１６９

１．子どもたちへの環境教育 ２．希少野生植物の保護事業 ３．阿蘇山上の草原再生等事業

（１）自然観察・学習会
　　 未来を担う子どもたちに阿
蘇の自然がもつ貴重さ素晴
らしさを教える自然観察・
学習会を開催しています。

（２）阿蘇の草原学習
　　 将来の担い手を育てようと
阿蘇草原再生協議会と連携
し小学校での学習を進めて
います。

阿蘇だけに見られる貴重な植
物が種の減少や絶滅の危機に
瀕していることから、種の絶
滅の回避と次代を担う子ども
たちの環境教育を兼ねて、市
内の小学校で希少植物の栽培
を実施しています。
また、「阿蘇の自然を愛護す
る会」と連携し、国立阿蘇青
少年交流の家野草園でも同様
の事業を実施しています。

阿蘇山上一帯には、美しい自
然景観が数多くありますが、
野焼きが滞り荒れた草原、
手入れされない山林などがあ
り、自然景観を損ねるだけで
なく、そこに自生する希少野
生植物の生育にも影響を与え
ていることから、自然景観の
改善を優先に阿蘇火山博物館
北側のスギ林を伐採し再生に
取り組んでいます。

【
伐
採
前
】

【
伐
採
後
】

※寄付のお申し込みは随時受付けております。
※ＡＳＯ環境共生基金への寄付は、個人・法人ともに税の優遇制度が受けられます。

【ＡＳＯ環境共生基金ホームページ】
http://www.city.aso.kumamoto.jp/asokikin/



広報 あそ 2011.06 18

市からのお知らせ

infoinformationmationinfoinformationmation
小児用肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン

予防接種費用の一部を助成しています

市
で
は
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
予
防
接

種
法
で
定
め
ら
れ
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
接
種
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。
接
種
対
象
者
の
保
護
者
等
の

希
望
に
よ
り
任
意
で
接
種
を
行
う
も

の
で
す
。

○
助
成
期
間　

　

平
成
23
年
５
月
１
日
か
ら

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

○ 

対
象
年
齢　

生
後
２
ヶ
月
〜
４
歳

児
（
阿
蘇
市
に
住
民
票
が
あ
る

方
）
※
平
成
23
年
４
月
30
日
ま
で

に
接
種
さ
れ
た
方
へ
の
費
用
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
接
種
費
用(

自
己
負
担)

　

２
，
０
０
０
円
／
回

○ 

接
種
場
所　

　

阿
蘇
市
の
指
定
医
療
機
関　

（
下
記
の
と
お
り
）

○
当
日
必
要
な
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳

（
問
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
）

○ 

接
種
回
数　

最
大
４
回
（
予
防
接

種
の
開
始
年
齢
で
接
種
回
数
が
変

わ
り
ま
す
。
）

　

※
詳
し
く
は
下
記
の
と
お
り
。

　

肺
炎
球
菌

は
多
く
の
子

ど
も
の
鼻
や

の
ど
の
奥
に

い
る
、
身
近

な
菌
で
す
。

ふ
だ
ん
は
お

と
な
し
く
し

て
い
ま
す

が
、
子
ど
も

の
体
力
や
抵

抗
力
が
落
ち
た
と
き
な
ど
に
、
い
つ
も

は
菌
が
い
な
い
と
こ
ろ
に
入
り
込
ん
で

い
ろ
い
ろ
な
病
気
（
感
染
症
）
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　

小
児
が
肺
炎
球
菌
に
感
染
す
る
と
、

細
菌
性
髄
膜
炎
、
肺
炎
、
菌
血
症
、
敗

血
症
、
中
耳
炎
等
の
全
身
性
疾
患
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
２
歳
未
満
の
乳
幼
児

に
特
に
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て
お

り
、
重
症
化
す
る
と
予
後
が
悪
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

○
肺
炎
球
菌
感
染
症
患
者
数
（
国
内
）

　
【
細 

菌
性
髄
膜
炎
】
年
間
約
２
０
０
人

（
こ
の
う
ち
死
亡
は
約
２
％
、
後

遺
症
は
約
10
％
）

【
敗
血
症
】
年
間
約
１
，
０
０
０
人

ヒ
ブ(

Ｈ
ｉ
ｂ)

接種開始の年齢 接種回数
生後２ヶ月～６ヶ月 ４回
生後７ヶ月～１歳未満 ３回
満１歳～２歳未満 ２回
2歳～４歳 １回

●予防接種の回数

　

ヒ
ブ(

イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌

ｂ
型)

は
多
く

の
子
ど
も
の
鼻

や
の
ど
の
奥
に

い
る
身
近
な
菌

で
す
。
ふ
だ
ん

は
お
と
な
し
く

し
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
の

体
力
や
抵
抗
力

が
落
ち
た
と
き
な
ど
に
、
い
つ
も
は
菌

が
い
な
い
と
こ
ろ
に
入
り
込
ん
で
い
ろ

い
ろ
な
病
気(

感
染
症)

を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　

ヒ
ブ
に
感
染
す
る
と
細
菌
性
髄
膜

炎
、
肺
炎
、
咽
頭
蓋
炎
、
敗
血
症
、
関

節
炎
、
蜂
巣
炎
、
中
耳
炎
、
心
膜
炎
等

の
全
身
性
疾
患
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
菌
と
し
て
は
ヒ

ブ
が
最
も
多
く
、
か
か
る
と
予
後
が
悪

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ヒ
ブ
に
よ
る
髄

膜
炎
患
者
の
多
く
は
乳
幼
児
で
、
特
に

０
歳
が
53
％
と
最
も
多
く
、
０
歳
〜
１

歳
で
70
％
を
占
め
ま
す
。

○ 
ヒ
ブ
に
よ
る
髄
膜
炎
患
者
数
（
国
内
）

　

年
間
年
６
０
０
人
（ 

こ
の
う
ち
死
亡

　

は
約
５
％
、
後
遺
症
は
約
25
％
）

接種開始の年齢 接種回数
　生後２ヶ月～６ヶ月 ４回
生後７ヶ月～１歳未満 ３回
満１歳～４歳 １回

●予防接種の回数

●予防接種を受けることが適当でない方
・明らかな発熱を呈している方
・重い急性疾患にかかっている方　
・ かかりつけの医師に予防接種を受けないほうがよ
いと言われた方
●接種後の注意事項
　 予防接種を受けた後30分間は、医療機関に留ま
って様子を見る等、医師とすぐに連絡が取れるよ
うにしておきましょう。

医療機関名 電話番号
松見内科クリニック ２２－０２６０
小野主生医院 ３２－００３９
たくもと小児科クリニック ３４－２２０２
阿蘇中央病院　小児科 ３４－０３１１

○接種できる阿蘇市の指定医療機関

※事前に予約が必要です。
※三種混合予防接種もできます。

《問い合わせ先》　一の宮保健センター　☎２２－５０８８　　　５５－５０８８　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。

肺
炎
球
菌



広報 あそ 2011.0619

infoinformationmationinfoinformationmation
男女共同参画川柳を募集します！

締切：７月２９日(金)

《問い合わせ先》　人権啓発課人権啓発係　☎２２－３２０６

あ
な
た
の
家
庭
や
職
場
、

学
校
、
地
域
な
ど
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
「
男
だ
か
ら
…

女
だ
か
ら
…
」
と
い
う
男
女
に

関
わ
る
固
定
観
念
な
ど
に
つ
い

て
、
感
じ
て
い
る
こ
と
、
疑
問

な
こ
と
を
川
柳
で
表
現
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

 

川
柳
と
は
、
俳
句
（
５
・
７
・

５
の
17
音
節
か
ら
な
る
）
と
同

形
式
で
季
語
や
切
れ
字
の
制
約

は
な
く
、
口
語
を
用
い
、
滑こ

っ
け
い稽

に
ま
た
風
刺
的
に
描
写
す
る
の

が
特
色
で
す
。

◎ 

入
賞
作
品
を
市
役
所
本
庁
ロ

ビ
ー
に
展
示
す
る
ほ
か
、

「
広
報
あ
そ
」
及
び
阿
蘇
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
使
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
表
彰
内
容

　

一
般
・
大
学
生
の
部
：

　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
数
点

　

小･

中
・
高
校
生
の
部
：

　
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
数
点

　

※ 

入
賞
者
に
は
図
書
券
等
を

贈
呈
し
ま
す
。

◎ 

表
彰
式
は
10
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

○ 

応
募
資
格　

阿
蘇
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
方

○
応
募
締
切　

　

７
月
29
日(

金)

当
日
消
印
有
効

○ 

応
募
方
法　

応
募
用
紙(

市
役
所
本
庁

及
び
各
支
所
、
農
協
備
え
付
け)

、

　

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

○
記
入
内
容　

　

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　

・
電
話
番
号

　

・
川
柳(

お
１
人
様
３
句
ま
で)

　

※ 

小
・
中
・
高
校
生
の
部
に
応
募
の

方
は
、
学
校
名
及
び
学
年
を
記
入

方
お
願
い
し
ま
す
。

○
応
募
先

　

〒
８
６
９
‐
２
６
９
５

　

 

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
５
０
４
番
地
１

　

阿
蘇
市
人
権
啓
発
課 
人
権
啓
発
係

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
２
２
‐
４
５
７
７

　

 E-m
ail

： jinken@
city.aso.lg.jp

平
成
22
年
度 

阿
蘇
市
男
女
共
同
参
画

川
柳
応
募
作
品　

最
優
秀
賞

お
互
い
の

　

「
あ
り
が
と
う
」
が　潤

滑
油

お
父
さ
ん　

お
母
さ
ん
の
こ
と　

気
付
い
て
よ

坂
梨
正
文(

一
般)

村
上
玲
汀(

小
学
生)

熊
本
県
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
次
の
方
た

ち
が
、
身
体
障
が
い
者
相

談
員
、
知
的
障
が
い
者
相

談
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
員
は
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
や
そ
の
家
族
の

方
か
ら
の
ご
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
住
ま
い
の
地

域
の
担
当
相
談
員
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

infoinformationmationinfoinformationmation
身体障がい者相談員・知的障がい者

相談員のご紹介

　

身
体
障
が
い
者
相
談
員
で
は
、

左
記
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○ 

期
日　

８
月
３
日(

水)

・

　

10
月
５
日(

水)

・ 

12
月
７
日

　

(

水)

・ 　

２
月
１
日(

水)

○
場
所　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

正
午
ま
で

○  

対
象
者　

身
体
障
が
い
者
の
方

及
び
そ
の
家
族
の
方

氏名 担当地区 住所 連絡先

宮
みやざき

﨑 藤
ふじ お

男 一の宮地区 一の宮町宮地4897 22-2712

佐
さわたり

渡 和
かずとし

敏 阿蘇地区 湯浦891 32-2732

佐
さと う

藤 征
まさもり

守 阿蘇地区 狩尾275-2 32-3479

大
おおたぐろ

田黒 ハマ子
こ

 阿蘇地区 山田694-2 32-3375

加
かと う

藤 勝
かつゆき

幸 波野地区 波野大字波野1257-3 24-2553

●身体障がい者相談員 （敬称略）

氏名 担当地区 住所 連絡先

佐
さとう

藤 ユイ 阿蘇市 黒川431
(阿蘇くんわの里) 34-1110

●知的障がい者相談員 （敬称略）

《問い合わせ先》　健康福祉課総合福祉係　☎２２－３１６７　　　５５－３１６７　　　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。



広報 あそ 2011.06 20

市からのお知らせ

infoinformationmationinfoinformationmation
国民年金保険料の免除・納付猶予制度の

申請受け付けが始まります

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
免
除
・
猶
予

と
な
る
制
度
が
あ
り
、
平
成
23

年
７
月
か
ら
平
成
24
年
６
月
ま

で
の
申
請
受
付
を
７
月
か
ら
開

始
し
ま
す
。
前
年
度
の
所
得
基

準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
国
民
年
金

担
当
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

全額免除
【保険料免除】

4分の3免除
【月額3,760円】

半額免除
【月額7,510円】

4分の1免除
【月額11,270円】

単身世帯 57万円
（122万円）

93万円
（158万円）

141万円
（227万円）

189万円
（296万円）

2人世帯
（夫婦のみ）

92万円
（157万円）

142万円
（229万円）

195万円
（304万円）

247万円
（376万円）

4人世帯
（夫婦子2人等）

162万円
（257万円）

230万円
（354万円）

282万円
（420万円）

335万円
（486万円）

●平成２３年度（平成２３年７月～）基準

（表の上段は所得額、下段（）内は収入額）

※ 多段階免除制度は、本人だけでなく、配偶者や世帯主も多段階の免除基準に該当してい
ることが必要です。

※２人世帯、４人世帯は夫か妻どちらかのみに所得（収入）がある世帯の場合です。
※ 社会保険料（国民年金・国民健康保険等）について、一定の金額を納付していると仮定
して計算しています。社会保険料控除などの控除額は各個人で異なるためこの表はあく
まで目安です。
※詳しくは日本年金機構または市役所窓口にお問い合わせください。

■
そ
の
他
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

○ 

特
例
免
除　

お
仕
事
を
退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
が

対
象
で
す
。
申
請
時
に
は
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
者
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○ 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

30
歳
未
満
の
被
保
険
者
の

方
で
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

○ 

学
生
特
例
免
除　

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在
学
期

間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
学
生
の
方
は

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
７
月
は
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の
現
況
届
提
出

　

が
必
要
で
す

○
対
象
者

　

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
の
中
で
、

● 

20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
障
害
に
よ
り
年
金
を
受
け

て
い
る
方
（
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
上
２
桁
が

６
３
の
方
）
例　

年
金
コ
ー
ド
「
６
３
５
０
」

● 

旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金
か
ら
の
移
行

(

裁
定
替
え)

に
よ
り
年
金
を
受
け
て
い
る
方
（
年
金

証
書
の
年
金
コ
ー
ド
上
２
桁
が
２
６
の
方
）

　
 

例　

年
金
コ
ー
ド
「
２
６
５
０
」

○
提
出
期
限　

８
月
１
日
（
月
）

○
提
出
先　
市
民
環
境
課
戸
籍
年
金
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
係

※ 

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
７
月
上

旬
ま
で
に
「
現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
必
ず
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

提
出
が
遅
れ
る
と
障
害
年
金
の
支
給
が
一
時
停
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《問い合わせ先》　市民環境課戸籍年金係　☎２２－３１３５　　　５５－３１３５　　　　　

・・・このアイコンはお知らせ端末の電話番号です。



　
阿
蘇
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
出

演
し
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
阿
蘇
市
に
は
、
ソ
ー
ラ
ン
な

ど
の
踊
り
で
お
な
じ
み
の
『
よ
さ
こ
い
』

チ
ー
ム
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」（
寺
澤

和
男
代
表
ほ
か
30
人
）
の
皆
さ
ん
で
、

阿
蘇
地
域
で
唯
一
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

で
す
。
平
成
20
年
11
月
に
坂
梨
地
区
の

有
志
が
中
心
と
な
り
発
足
し
た
チ
ー
ム

で
、
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
馬
場
八
幡

宮
例
大
祭
（
９
月
）
の
出
し
物
に
、
子

ど
も
会
で
初
め
て
よ
さ
こ
い
を
踊
っ
た

こ
と
。
練
習
の
時
か
ら
子
ど
も
も
大
人

も
よ
さ
こ
い
の
楽
し
さ
に
は
ま
り
、
祭

り
か
ら
わ
ず
か
２
ヵ
月
で
チ
ー
ム
立
ち

上
げ
が
決
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
年

に
数
回
の
舞
台
出
場
に
向
け
、
週
に
１

回
集
ま
り
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
よ
さ
こ
い
」
と
は
、
高
知
県
の
よ
さ

こ
い
祭
の
形
成
を
取
り
入
れ
、
平
成
４

年
に
北
海
道
札
幌
市
で
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
が
開
催
さ
れ
た
以
降
、

爆
発
的
な
人
気
を
呼
び
全
国
各
地
で
よ

さ
こ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
も
の
で
、
カ
チ
カ
チ
響
く
鳴
子
と
、

心
が
踊
る
日
本
調
の
音
楽
と
振
り
付
け
、

個
性
的
な
衣
装
の
美
が
見
も
の
で
す
。

　
踊
る
ル
ー
ル
は
、①
曲
の
一
部
に
民
謡

を
使
う
こ
と　
②
鳴
子
を
手
に
踊
る
こ

と
。
衣
装
や
振
り
付
け
、
メ
イ
ク
は
自

由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」
で
振

り
付
け
を
担
当
さ
れ
て
い
る
佐
藤
和
美

さ
ん
に
よ
さ
こ
い
の
魅
力
を
尋
ね
る
と

「
元
気
に
楽
し
く
、
み
ん
な
と
踊
る
一
体

感
。
鳴
子
の
響
き
、
弾
む
踊
り
が
、
見

て
い
る
人
ま
で
元
気
に
す
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。「
熊
本
県
内
で
は

い
く
つ
も
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
が
、
阿
蘇
地
域
に
は
一
つ
も
無
い

の
で
新
た
な
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
て
ほ
し

い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
願
わ
れ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」

に
入
っ
て
い
た
だ
く
の
も
大
歓
迎
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
男
女
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
入
れ
ま
す
。「
楽
し
く
汗
を
流
す

に
は
、
よ
さ
こ
い
は
最
高
！
」
と
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
も
絶
賛
で
す
。

　
毎
週
、
公
民
館
か
ら
聞
こ
え
る
威
勢

の
よ
い
掛
け
声
と
音
楽
。
何
の
お
祭
か

と
つ
い
つ
い
覗
き
た
く
な
り
ま
す
。「
Ａ

Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」の
皆
さ
ん
は
、

現
在
、
７
月
17
日
、
荒
尾
市
の
三
井
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
の

よ
い
フ
ァ
イ
ヤ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
へ
の

出
演
に
向
け
練
習
中
。
ぜ
ひ
、
阿
蘇
の

雄
大
さ
を
踊
り
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

今
月
は
阿
蘇
市
で
活
動
中
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

か　
　
る　
　
で　
　
ら

「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」

か　
　
る　
　
で　
　
ら

観る人も踊る人も熱くなる！よさこい！

【メンバー募集について】
　練習日時は毎週月曜日の午後７時半から９時まで。場所は坂梨
　公民館です。中学生以下の方は保護者同伴でお願いします。
　連絡先　☎０９０－６８９７－５０８０（事務局佐藤さん）

▲公民館で練習中の子どもたち

　
阿
蘇
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
出

演
し
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
阿
蘇
市
に
は
、
ソ
ー
ラ
ン
な

ど
の
踊
り
で
お
な
じ
み
の
『
よ
さ
こ
い
』

チ
ー
ム
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」（
寺
澤

和
男
代
表
ほ
か
30
人
）
の
皆
さ
ん
で
、

阿
蘇
地
域
で
唯
一
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

で
す
。
平
成
20
年
11
月
に
坂
梨
地
区
の

有
志
が
中
心
と
な
り
発
足
し
た
チ
ー
ム

で
、
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
馬
場
八
幡

宮
例
大
祭
（
９
月
）
の
出
し
物
に
、
子

ど
も
会
で
初
め
て
よ
さ
こ
い
を
踊
っ
た

こ
と
。
練
習
の
時
か
ら
子
ど
も
も
大
人

も
よ
さ
こ
い
の
楽
し
さ
に
は
ま
り
、
祭

り
か
ら
わ
ず
か
２
ヵ
月
で
チ
ー
ム
立
ち

上
げ
が
決
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
年

に
数
回
の
舞
台
出
場
に
向
け
、
週
に
１

回
集
ま
り
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
よ
さ
こ
い
」
と
は
、
高
知
県
の
よ
さ

こ
い
祭
の
形
成
を
取
り
入
れ
、
平
成
４

年
に
北
海
道
札
幌
市
で
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
が
開
催
さ
れ
た
以
降
、

爆
発
的
な
人
気
を
呼
び
全
国
各
地
で
よ

さ
こ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
も
の
で
、
カ
チ
カ
チ
響
く
鳴
子
と
、

心
が
踊
る
日
本
調
の
音
楽
と
振
り
付
け
、

個
性
的
な
衣
装
の
美
が
見
も
の
で
す
。

　
踊
る
ル
ー
ル
は
、①
曲
の
一
部
に
民
謡

を
使
う
こ
と　
②
鳴
子
を
手
に
踊
る
こ

と
。
衣
装
や
振
り
付
け
、
メ
イ
ク
は
自

由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」
で
振

り
付
け
を
担
当
さ
れ
て
い
る
佐
藤
和
美

さ
ん
に
よ
さ
こ
い
の
魅
力
を
尋
ね
る
と

「
元
気
に
楽
し
く
、
み
ん
な
と
踊
る
一
体

感
。
鳴
子
の
響
き
、
弾
む
踊
り
が
、
見

て
い
る
人
ま
で
元
気
に
す
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。「
熊
本
県
内
で
は

い
く
つ
も
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
す
が
、
阿
蘇
地
域
に
は
一
つ
も
無
い

の
で
新
た
な
チ
ー
ム
が
生
ま
れ
て
ほ
し

い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
願
わ
れ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」

に
入
っ
て
い
た
だ
く
の
も
大
歓
迎
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
男
女
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
入
れ
ま
す
。「
楽
し
く
汗
を
流
す

に
は
、
よ
さ
こ
い
は
最
高
！
」
と
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
も
絶
賛
で
す
。

　
毎
週
、
公
民
館
か
ら
聞
こ
え
る
威
勢

の
よ
い
掛
け
声
と
音
楽
。
何
の
お
祭
か

と
つ
い
つ
い
覗
き
た
く
な
り
ま
す
。「
Ａ

Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」の
皆
さ
ん
は
、

現
在
、
７
月
17
日
、
荒
尾
市
の
三
井
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
の

よ
い
フ
ァ
イ
ヤ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
へ
の

出
演
に
向
け
練
習
中
。
ぜ
ひ
、
阿
蘇
の

雄
大
さ
を
踊
り
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

今
月
は
阿
蘇
市
で
活
動
中
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

か　
　
る　
　
で　
　
ら

「
Ａ
Ｓ
Ｏ
☆
Ｋ
Ｏ
Ｉ
華
流
伝
羅
」

か　
　
る　
　
で　
　
ら

観る人も踊る人も熱くなる！よさこい！

【メンバー募集について】
　練習日時は毎週月曜日の午後７時半から９時まで。場所は坂梨
　公民館です。中学生以下の方は保護者同伴でお願いします。
　連絡先　☎０９０－６８９７－５０８０（事務局佐藤さん）

▲公民館で練習中の子どもたち
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阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振

興
協
議
会
で
は
、よ
り
多
く
の
方
々

に
熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
各
種
助
成
制
度
を
用

意
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
空
港
駐
車

場
に
お
い
て
も
、
期
間
限
定
で
お
得

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
中
で
す
。

○
主
な
助
成
事
業

（
団
体
利
用
促
進
事
業
）

　

 

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
発
着
の
熊

　
本
〜
ソ
ウ
ル
線
又
は
熊
本
〜
台

　
湾
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用

　
す
る
10
人
以
上
の
団
体
に
対
し

　
て
、
１
人
当
た
り
５
，
０
０
０
円

　
を
助
成
し
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
助
成
事
業
）

　
長
期
に
わ
た
り
継
続
的
に
韓
国

　
の
団
体
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

　
を
行
う
団
体
に
対
し
、
交
流
に
係

　
る
経
費
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

○
駐
車
場
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　

 

６
月
30
日（
木
）ま
で
に
熊
本
〜

　
ソ
ウ
ル
線
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

　
空
港
内
駐
車
場
料
金
が
無
料
に

　
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

 

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線

　
振
興
協
議
会
事
務
局
（
熊
本
県

　
交
通
政
策
課
内
）

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
１
６
５

○ 

対
象
治
療
法　

　
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

○ 

給
付
内
容　
１
回
の
治
療
に
つ

　
き
15
万
円
ま
で
。１
年
度
目
は

　
年
３
回
ま
で
、
２
年
度
目
以
降

　
年
２
回
を
限
度
に
、
通
算
５
年

　
間
助
成
。た
だ
し
通
算
10
回
を

　
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

○ 

助
成
対
象
者　
体
外
受
精
及

　
び
顕
微
授
精
以
外
の
治
療
法
で

　
は
妊
娠
の
可
能
性
が
な
い
と
医

　
師
に
診
断
さ
れ
た
夫
婦
。

※
 

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

　
年
度
の
末
日
（
３
月
に
終
了
し
た

　
方
は
４
月
末
日
ま
で
）
ま
で
に
必

　
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

所
得
制
限　
夫
婦
合
算
し
た

　
所
得
額
が
７
３
０
万
円
未
満
）

○ 

指
定
医
療
機
関　
詳
し
く
は
阿

蘇
保
健
所
（
☎
３
２- 

０
５
３
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
不
妊
に
関
す
る
相
談

　
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６‐

３
８
１‐

４
３
４
０

　
熊
本
県
で
は
、
県
内
の
住
宅
を

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
方
に
県

産
木
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、多
く
の
人
が
訪
れ
る
建
物

（
事
務
所
や
病
院
な
ど
）
を
新
築
さ

れ
る
方
に
も
、
県
産
木
材
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
国
、県
、

市
町
村
の
補
助
で
建
て
る
建
物
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

○
募
集
期
間

　
（
個
人
住
宅
）

　
　
８
月
15
日
〜
29
日　

　
　

※

他
２
回
募
集
予
定

　
（
事
業
所
等
）

　
　
５
月
10
日
〜
９
月
30
日

○ 

上
限　
１
戸
あ
た
り
90
本
、

　
年
間
１
５
０
戸
。（
個
人
住
宅
）

　

※

そ
の
他
条
件
あ
り
。

○
申
込
先　

　
㈳
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

☎
０
９
６‐

３
８
２‐

７
９
１
９

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
林
業
振
興
課　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
４
４
８

　
熊
本
県
で
は
、「
く
ま
も
と　
食

で
育
む
命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
（
熊

本
県
健
康
食
生
活
・
食
育
推
進

計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
食
」は
、私
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
食
卓
を
囲

む
事
の
大
切
さ
や
食
事
の
あ
り
が

た
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な
役
割
や

「
食
」の
大
切
さ
に
つ
い
て
等
、
こ
の

機
会
に
改
め
て
、ご
家
族
を
は
じ
め

皆
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
育
月
間
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進

課
☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
５
２

ま
で
。

熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を
利
用

し
て
、韓
国
へ
行
こ
う
！

不
妊
治
療
の

　

助
成
制
度
の
ご
案
内

県
産
木
材
を

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

毎
年
６
月
は

　
　

食
育
月
間
で
す

　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振

興
協
議
会
で
は
、よ
り
多
く
の
方
々

に
熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
各
種
助
成
制
度
を
用

意
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
空
港
駐
車

場
に
お
い
て
も
、
期
間
限
定
で
お
得

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
中
で
す
。

○
主
な
助
成
事
業

（
団
体
利
用
促
進
事
業
）

　

 

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
発
着
の
熊

　
本
〜
ソ
ウ
ル
線
又
は
熊
本
〜
台

　
湾
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用

　
す
る
10
人
以
上
の
団
体
に
対
し

　
て
、
１
人
当
た
り
５
，
０
０
０
円

　
を
助
成
し
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
助
成
事
業
）

　
長
期
に
わ
た
り
継
続
的
に
韓
国

　
の
団
体
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

　
を
行
う
団
体
に
対
し
、
交
流
に
係

　
る
経
費
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

○
駐
車
場
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　

 

６
月
30
日（
木
）ま
で
に
熊
本
〜

　
ソ
ウ
ル
線
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

　
空
港
内
駐
車
場
料
金
が
無
料
に

　
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

 

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線

　
振
興
協
議
会
事
務
局
（
熊
本
県

　
交
通
政
策
課
内
）

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
１
６
５

○ 

対
象
治
療
法　

　
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

○ 

給
付
内
容　
１
回
の
治
療
に
つ

　
き
15
万
円
ま
で
。１
年
度
目
は

　
年
３
回
ま
で
、
２
年
度
目
以
降

　
年
２
回
を
限
度
に
、
通
算
５
年

　
間
助
成
。た
だ
し
通
算
10
回
を

　
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

○ 

助
成
対
象
者　
体
外
受
精
及

　
び
顕
微
授
精
以
外
の
治
療
法
で

　
は
妊
娠
の
可
能
性
が
な
い
と
医

　
師
に
診
断
さ
れ
た
夫
婦
。

※
 

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

　
年
度
の
末
日
（
３
月
に
終
了
し
た

　
方
は
４
月
末
日
ま
で
）
ま
で
に
必

　
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

所
得
制
限　
夫
婦
合
算
し
た

　
所
得
額
が
７
３
０
万
円
未
満
）

○ 

指
定
医
療
機
関　
詳
し
く
は
阿

蘇
保
健
所
（
☎
３
２- 

０
５
３
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
不
妊
に
関
す
る
相
談

　
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６‐

３
８
１‐

４
３
４
０

　
熊
本
県
で
は
、
県
内
の
住
宅
を

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
方
に
県

産
木
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、多
く
の
人
が
訪
れ
る
建
物

（
事
務
所
や
病
院
な
ど
）
を
新
築
さ

れ
る
方
に
も
、
県
産
木
材
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
国
、県
、

市
町
村
の
補
助
で
建
て
る
建
物
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

○
募
集
期
間

　
（
個
人
住
宅
）

　
　
８
月
15
日
〜
29
日　

　
　

※

他
２
回
募
集
予
定

　
（
事
業
所
等
）

　
　
５
月
10
日
〜
９
月
30
日

○ 

上
限　
１
戸
あ
た
り
90
本
、

　
年
間
１
５
０
戸
。（
個
人
住
宅
）

　

※

そ
の
他
条
件
あ
り
。

○
申
込
先　

　
㈳
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

☎
０
９
６‐

３
８
２‐

７
９
１
９

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
林
業
振
興
課　

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
４
４
８

　
熊
本
県
で
は
、「
く
ま
も
と　
食

で
育
む
命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
（
熊

本
県
健
康
食
生
活
・
食
育
推
進

計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
食
」は
、私
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
、
食
卓
を
囲

む
事
の
大
切
さ
や
食
事
の
あ
り
が

た
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な
役
割
や

「
食
」の
大
切
さ
に
つ
い
て
等
、
こ
の

機
会
に
改
め
て
、ご
家
族
を
は
じ
め

皆
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
食
育
月
間
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進

課
☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
５
２

ま
で
。

熊
本
〜
ソ
ウ
ル
線
を
利
用

し
て
、韓
国
へ
行
こ
う
！

不
妊
治
療
の

　

助
成
制
度
の
ご
案
内

県
産
木
材
を

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

毎
年
６
月
は

　
　

食
育
月
間
で
す
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○ 

対
象
者　
自
動
車
事
故
に
よ

　
り
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

　
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様
（
０
歳

　
〜
中
学
校
を
卒
業
ま
で
）を
対
象

　
と
し
、
そ
の
保
護
者
の
生
活
状

　
況
が
、一定
の
要
件
（
住
民
税
の

　
非
課
税
等
）に
合
致
す
る
方
。

○
貸
付
金
額

・ 

一時
金
：
15
万
５
千
円

・
貸
付
期
間
中（
月
額
）：
２
万
円

・ 

小
・
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支

　
度
金
：
４
万
４
千
円

○ 

貸
付
期
間　
貸
付
決
定
の
月

　
か
ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

○
利
子　
無
利
子

○ 

返
還
方
法　
一括
返
還
ま
た
は

　
20
年
以
内
の
均
等
割
賦
に
よ
る

　
返
還
方
法
を
選
択
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所

☎
０
９
６‐

３
２
２‐

５
２
２
９

○
日
時　

６
月
11
日（
土
）　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
対
象　
阿
蘇
郡
市
に
お
住
ま
い
の

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
認
定
を

　
受
け
て
い
る
お
子
様
と
保
護
者

　
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
親
の
会
代
表

　
高
見
由
紀

（
☎
０
９
０‐

３
７
９
９‐

２
５
２
１
）

　
訪
れ
る
方
を
温
か
い〝
こ
こ
ろ
〞

で
お
迎
え
す
る
お
も
て
な
し
活
動
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。　

　
学
校
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
応
募
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、県
観
光
課
あ
て
に
ご
郵

送
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
領
や
申
請
書
様
式
、
取

組
事
例
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

（
第
１
期
）６
月
１
日
〜
６
月
30
日

（
第
２
期
）10
月
３
日
〜
10
月
31
日

○
助
成
額
上
限

　
１
事
業
あ
た
り
30
万
円

○
取
組
事
例

　
お
も
て
な
し
グ
ッ
ズ
の
製
作
、　

　
ま
ち
め
ぐ
り
案
内
板
な
ど

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
観
光
課

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
３
３
２

○
提
出
先

　
〒
８
６
２-

８
５
７
０

　
熊
本
県
観
光
課
内

　
よ
う
こ
そ
く
ま
も
と
大
作
戦
係

　
熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、就
職
に
必
要
な
技

術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習
会

を
熊
本
市
内
で
実
施
し
ま
す
。

○
受
講
資
格　

① 

就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後

　
す
ぐ
に
仕
事
に
就
き
た
い
人　

② 

現
在
学
生
で
は
な
い
人　

③ 

過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン

　
タ
ー
の
技
術
講
習
会
を
受
講
し

　
て
い
な
い
人　
な
ど

○ 

講
習
内
容
　

① 

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

　
（
講
義
・
実
技
・
施
設
実
習
な
ど
）

② 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
表

　
計
算
ソ
フ
トExcel

の
習
得
ま

　
で
。Excel

３
級
の
検
定
試
験
を

　
実
施
。

○
講
習
期
間　

① 

７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

② 

７
月
26
日
〜
８
月
24
日

○
費
用　
そ
れ
ぞ
れ
、
受
講
料
は

　
無
料
。た
だ
し
教
材
費
、保
険
料

　
等
と
し
て
１
２
，０
０
０
円
程
度

　
自
己
負
担
。

○
定
員　
そ
れ
ぞ
れ
20
人
。選
考

　
に
よ
り
受
講
者
決
定
。

○
受
付
日
時　

① 

６
月
15
日（
水
）、 

16
日（
木
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

② 

６
月
21
日（
火
）、 

22
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館 

　
パ
レ
ア
会
議
室
３

○
問
い
合
わ
せ
先　
く
ま
も
と
県

　
民
交
流
館
パ
レ
ア　
し
ご
と
相

　
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６‐

３
５
５‐

４
３
０
９

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

貸
付
の
ご
案
内

小
児
慢
性
特
定
疾
患
親
の
会

発
起
会
開
催
の
お
知
ら
せ

お
も
て
な
し
の
活
動
を

　
　
　
　

  

支
援
し
ま
す
！

介
護
員
・
パ
ソ
コ
ン
技
術

　
　

講
習
会
受
講
者
募
集

○ 

対
象
者　
自
動
車
事
故
に
よ

　
り
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

　
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様
（
０
歳

　
〜
中
学
校
を
卒
業
ま
で
）を
対
象

　
と
し
、
そ
の
保
護
者
の
生
活
状

　
況
が
、一定
の
要
件
（
住
民
税
の

　
非
課
税
等
）に
合
致
す
る
方
。

○
貸
付
金
額

・ 

一時
金
：
15
万
５
千
円

・
貸
付
期
間
中（
月
額
）：
２
万
円

・ 

小
・
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支

　
度
金
：
４
万
４
千
円

○ 

貸
付
期
間　
貸
付
決
定
の
月

　
か
ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

○
利
子　
無
利
子

○ 

返
還
方
法　
一括
返
還
ま
た
は

　
20
年
以
内
の
均
等
割
賦
に
よ
る

　
返
還
方
法
を
選
択
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
熊
本
支
所

☎
０
９
６‐

３
２
２‐

５
２
２
９

○
日
時　

６
月
11
日（
土
）　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
対
象　
阿
蘇
郡
市
に
お
住
ま
い
の

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
認
定
を

　
受
け
て
い
る
お
子
様
と
保
護
者

　
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
親
の
会
代
表

　
高
見
由
紀

（
☎
０
９
０‐

３
７
９
９‐

２
５
２
１
）

　
訪
れ
る
方
を
温
か
い〝
こ
こ
ろ
〞

で
お
迎
え
す
る
お
も
て
な
し
活
動
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。　

　
学
校
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
団
体
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
応
募
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、県
観
光
課
あ
て
に
ご
郵

送
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
領
や
申
請
書
様
式
、
取

組
事
例
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

（
第
１
期
）６
月
１
日
〜
６
月
30
日

（
第
２
期
）10
月
３
日
〜
10
月
31
日

○
助
成
額
上
限

　
１
事
業
あ
た
り
30
万
円

○
取
組
事
例

　
お
も
て
な
し
グ
ッ
ズ
の
製
作
、　

　
ま
ち
め
ぐ
り
案
内
板
な
ど

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
観
光
課

☎
０
９
６‐

３
３
３‐

２
３
３
２

○
提
出
先

　
〒
８
６
２-

８
５
７
０

　
熊
本
県
観
光
課
内

　
よ
う
こ
そ
く
ま
も
と
大
作
戦
係

　
熊
本
県
で
は
、
就
職
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、就
職
に
必
要
な
技

術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習
会

を
熊
本
市
内
で
実
施
し
ま
す
。

○
受
講
資
格　

① 

就
職
を
希
望
し
、
受
講
終
了
後

　
す
ぐ
に
仕
事
に
就
き
た
い
人　

② 

現
在
学
生
で
は
な
い
人　

③ 

過
去
に
同
一
内
容
の
当
セ
ン

　
タ
ー
の
技
術
講
習
会
を
受
講
し

　
て
い
な
い
人　
な
ど

○ 

講
習
内
容
　

① 

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

　
（
講
義
・
実
技
・
施
設
実
習
な
ど
）

② 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
表

　
計
算
ソ
フ
トExcel

の
習
得
ま

　
で
。Excel

３
級
の
検
定
試
験
を

　
実
施
。

○
講
習
期
間　

① 

７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

② 

７
月
26
日
〜
８
月
24
日

○
費
用　
そ
れ
ぞ
れ
、
受
講
料
は

　
無
料
。た
だ
し
教
材
費
、保
険
料

　
等
と
し
て
１
２
，０
０
０
円
程
度

　
自
己
負
担
。

○
定
員　
そ
れ
ぞ
れ
20
人
。選
考

　
に
よ
り
受
講
者
決
定
。

○
受
付
日
時　

① 

６
月
15
日（
水
）、 

16
日（
木
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

② 

６
月
21
日（
火
）、 

22
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館 

　
パ
レ
ア
会
議
室
３

○
問
い
合
わ
せ
先　
く
ま
も
と
県

　
民
交
流
館
パ
レ
ア　
し
ご
と
相

　
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６‐

３
５
５‐

４
３
０
９

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

貸
付
の
ご
案
内

小
児
慢
性
特
定
疾
患
親
の
会

発
起
会
開
催
の
お
知
ら
せ

お
も
て
な
し
の
活
動
を

　
　
　
　

  

支
援
し
ま
す
！

介
護
員
・
パ
ソ
コ
ン
技
術

　
　

講
習
会
受
講
者
募
集
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熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は

６
月
よ
り「
立
田
山
森
林
教
室
」を

実
施
し
ま
す
。教
室
で
は
、
様
々
な

体
験
を
通
じ
て
、森
林
の
働
き
、林

業
の
役
割
を
学
ぶ
も
の
で
す
。教
室

は
年
８
回
（
植
物
観
察
・
き
の
こ

観
察
・
昆
虫
観
察
・
木
工
体
験
・

炭
焼
き
体
験
等
）
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。（※

先
着
20
組
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

  

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所

　
企
画
指
導
部

☎
０
９
６‐

３
３
９‐

２
２
２
２

　
不
動
産
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、㈳
熊
本
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会
主
催
に
よ
り
「
不

動
産
鑑
定
巡
回
無
料
相
談
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。不
動
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
や
賃
料
な
ど
不
動

産
全
般
に
お
い
て
、専
門
家
に
相
談

で
き
る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
不
動
産
鑑
定
士
２
名
で
対
応
い

　
た
し
ま
す
。

○
日
時　

 

　
６
月
23
日（
木
）

　
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
場
所　

　
阿
蘇
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

　
㈳
熊
本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
９
６‐

３
８
５‐

５
０
２
０

　
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

☎
２
２‐

３
１
４
８

　
県
で
は
、
昨
年
度
か
ら
阿
蘇
地

域
振
興
局
総
務
振
興
課
内
に「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。就
職
に
関
す
る

ご
相
談
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

・ 

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
又
は

　
保
護
者
の
方

・ 

学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先

　
生
方

○
お
手
伝
い
の
内
容

・
就
職
に
関
す
る
相
談　

・
出
前
相
談　

・
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供

・
求
人
の
開
拓　

・
職
業
適
性
診
断　

○
相
談
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
月
曜
〜
金
曜
）　

○
問
い
合
わ
せ
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
２‐

８
１
７
８

　
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
で
は
、

県
内
の
各
地
域
で
身
体
障
が
い
者

（
児
）
の
方
の
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。阿
蘇
市
で
は
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
相
談
内
容

・ 

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

　
関
す
る
相
談

・ 

補
装
具
に
関
す
る
相
談
及
び
判

　
定（
肢
体
不
自
由
関
係
）

○
医
学
的
診
査
科
目　
肢
体
不
自
由

○
日
時　
７
月
14
日（
木
）

　
受
付
：
正
午
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　
診
査
時
間 

： 

午
後
１
時
か
ら

○
場
所　

　
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※

相
談
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必

　
要
で
す
。７
月
７
日（
木
）ま
で
に

　
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先

　

 

阿
蘇
市
健
康
福
祉
課
総
合
福
祉
係

☎
２
２‐

３
１
６
７

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所　

☎
０
９
６‐

３
８
１‐

４
４
６
１

立
田
山
森
林
教
室

　
　
　
　
受
講
者
募
集

不
動
産
の
無
料
相
談
会

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

身
体
障
が
い
者（
児
）

　
　
　
　
巡
回
相
談
会

『住宅用火災警報器』
設置が義務付けられました！

● 

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
の

　

寝
室
・
階
段
等
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。警
報
器
の

　

設
置
に
よ
り
命
が
助
か
っ
た
事
例
も
多
数
報

　

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

お
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
気
店
、
ガ

　
ス
事
業
者
か
ら
も
購
入
で
き
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

阿
蘇
市
総
務
課　

☎
２
２‐

３
１
１
１

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部　

☎
３
４‐

０
０
２
４

　
熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は

６
月
よ
り「
立
田
山
森
林
教
室
」を

実
施
し
ま
す
。教
室
で
は
、
様
々
な

体
験
を
通
じ
て
、森
林
の
働
き
、林

業
の
役
割
を
学
ぶ
も
の
で
す
。教
室

は
年
８
回
（
植
物
観
察
・
き
の
こ

観
察
・
昆
虫
観
察
・
木
工
体
験
・

炭
焼
き
体
験
等
）
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。（※

先
着
20
組
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

  

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所

　
企
画
指
導
部

☎
０
９
６‐

３
３
９‐

２
２
２
２

　
不
動
産
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、㈳
熊
本
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会
主
催
に
よ
り
「
不

動
産
鑑
定
巡
回
無
料
相
談
会
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。不
動
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
や
賃
料
な
ど
不
動

産
全
般
に
お
い
て
、専
門
家
に
相
談

で
き
る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
不
動
産
鑑
定
士
２
名
で
対
応
い

　
た
し
ま
す
。

○
日
時　

 

　
６
月
23
日（
木
）

　
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
場
所　

　
阿
蘇
市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先

　
㈳
熊
本
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
９
６‐

３
８
５‐

５
０
２
０

　
市
役
所
税
務
課
資
産
税
係

☎
２
２‐

３
１
４
８

　
県
で
は
、
昨
年
度
か
ら
阿
蘇
地

域
振
興
局
総
務
振
興
課
内
に「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。就
職
に
関
す
る

ご
相
談
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

・ 

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
又
は

　
保
護
者
の
方

・ 

学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先

　
生
方

○
お
手
伝
い
の
内
容

・
就
職
に
関
す
る
相
談　

・
出
前
相
談　

・
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供

・
求
人
の
開
拓　

・
職
業
適
性
診
断　

○
相
談
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
月
曜
〜
金
曜
）　

○
問
い
合
わ
せ
先

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
２‐

８
１
７
８

　
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
で
は
、

県
内
の
各
地
域
で
身
体
障
が
い
者

（
児
）
の
方
の
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。阿
蘇
市
で
は
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
相
談
内
容

・ 

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

　
関
す
る
相
談

・ 

補
装
具
に
関
す
る
相
談
及
び
判

　
定（
肢
体
不
自
由
関
係
）

○
医
学
的
診
査
科
目　
肢
体
不
自
由

○
日
時　
７
月
14
日（
木
）

　
受
付
：
正
午
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　
診
査
時
間 

： 

午
後
１
時
か
ら

○
場
所　

　
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※

相
談
を
受
け
る
に
は
予
約
が
必

　
要
で
す
。７
月
７
日（
木
）ま
で
に

　
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先

　

 

阿
蘇
市
健
康
福
祉
課
総
合
福
祉
係

☎
２
２‐

３
１
６
７

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所　

☎
０
９
６‐

３
８
１‐

４
４
６
１

立
田
山
森
林
教
室

　
　
　
　
受
講
者
募
集

不
動
産
の
無
料
相
談
会

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

身
体
障
が
い
者（
児
）

　
　
　
　
巡
回
相
談
会

『住宅用火災警報器』
設置が義務付けられました！

● 

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
の

　

寝
室
・
階
段
等
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。警
報
器
の

　

設
置
に
よ
り
命
が
助
か
っ
た
事
例
も
多
数
報

　

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

お
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
気
店
、
ガ

　
ス
事
業
者
か
ら
も
購
入
で
き
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

阿
蘇
市
総
務
課　

☎
２
２‐

３
１
１
１

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部　

☎
３
４‐

０
０
２
４
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概
ね
60
歳
以
上
の
方
に
、
ご
本

人
の
希
望
に
応
じ
た
お
仕
事
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。あ
な
た
の
キ
ャ
リ

ア
を
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。求
職
申

し
込
み
、
紹
介
、
相
談
、
全
て
無
料

で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
場
所　
阿
蘇
保
健
所
福
祉
課
内

○ 

相
談
日　
毎
週
火
曜
午
後
１

　
時
〜
４
時
ま
で
。（
た
だ
し
、祝
祭

　
日
、年
末
年
始
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

　
介
所
阿
蘇
相
談
所

☎
３
２‐

４
５
３
３

　
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部
は
、オ
ス
ト

メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱

造
設
者
）の
皆
さ
ん
及
び
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
て
、
ス
ト
ー
マ

ケ
ア
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の

ケ
ア
）
に
つ
い
て
の
医
療
相
談
会
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　
７
月
９
日（
土
）　

　
午
後
１
時
30
分
〜（
約
２
時
間
）

○
実
施
場
所　
山
鹿
市
民
医
療  

　
セ
ン
タ
ー
施
設
内（
旧
山
鹿
市

　
立
病
院
）所
在
地
：
山
鹿
市
山
鹿

　
５
１
１　

○
参
加
費　
無
料

○
問
い
合
わ
せ
先　

　
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６‐

３
８
４‐

１
０
１
２

　
人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
試
験
と
し
て
、
国
家
公
務

員
採
用
Ⅲ
種
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２

　
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
方

○
受
付
期
間　
６
月
21
日（
火
）〜

　
６
月
28
日（
火
）

○
試
験
日　
９
月
４
日（
日
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２‐

４
３
１‐

７
７
３
３

　
介
護
支
援
専
門
員(

ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー)

実
務
研
修
受
講
試

験
は
、
熊
本
県
知
事
の
指
定
を
受

け
、次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
試
験
日　
10
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

○
試
験
会
場　
熊
本
学
園
大
学

　
又
は
熊
本
大
学

○
受
験
資
格　
原
則
と
し
て
、
保

　
健
、医
療
、福
祉
の
分
野
で
通
算

　
５
年（ 

一 

部
10
年
）以
上
の
実
務

　
経
験
を
有
す
る
方

○
試
験
案
内
配
布
期
間

　
６
月
13
日（
月
）〜
７
月
20
日（
水
）

○
試
験
案
内
配
布
場
所

　
阿
蘇
市
社
会
福
祉
協
議
会　
他

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
金
）〜
７
月
20
日（
水
）

○
受
験
手
数
料　
８
，０
０
０
円

※

そ
の
他
、
受
験
の
申
込
方
法
な

　
ど
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会　

　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６‐

３
２
２‐

８
０
７
７

高
齢
者
無
料
職
業
相
談

オ
ス
ト
メ
イ
ト(

人
工
肛
門
、

人
工
膀
胱
保
持
者)

医
療
相
談
会

国
家
公
務
員
採
用

　
Ⅲ
種
試
験
の
お
知
ら
せ　

介
護
支
援
専
門
員(

ケ
ア
マ
ネ)

実
務
研
修
受
講
試
験

労働保険年度更新のお知らせ
　今年度の申告・納付の期間は７月１１日までとなっております。
熊本労働局または最寄りの労働基準監督署などで申告・納付
してください。
　なお、６月２０日から７月１１日にかけて県内各地で開催される
集合受付会で申告することもできます。
　年度更新手続きを怠ると、「国」で保険料を決定するほか、
追徴金が課せられることがありますので、必ず期限内に申告・
納付されますようお願いします。
　また、労働保険は、農林水産業の一部を除いて、一人でも
労働者を雇用している場合は、必ず加入しなければならない制
度です。労働者を雇用している事業主の方で、労働保険の加
入手続きがお済になっていない場合は、最寄りの労働基準監
督署又はハローワークにご相談のうえ、速やかに加入されます
ようお願いします。
○問い合わせ先　熊本労働局総務部　労働保険徴収室
　　　　　　　　☎０９６‐２１１‐１７０２

　
概
ね
60
歳
以
上
の
方
に
、
ご
本

人
の
希
望
に
応
じ
た
お
仕
事
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。あ
な
た
の
キ
ャ
リ

ア
を
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。求
職
申

し
込
み
、
紹
介
、
相
談
、
全
て
無
料

で
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
場
所　
阿
蘇
保
健
所
福
祉
課
内

○ 

相
談
日　
毎
週
火
曜
午
後
１

　
時
〜
４
時
ま
で
。（
た
だ
し
、祝
祭

　
日
、年
末
年
始
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

　
介
所
阿
蘇
相
談
所

☎
３
２‐

４
５
３
３

　
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部
は
、オ
ス
ト

メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱

造
設
者
）の
皆
さ
ん
及
び
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
て
、
ス
ト
ー
マ

ケ
ア
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の

ケ
ア
）
に
つ
い
て
の
医
療
相
談
会
を

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　
７
月
９
日（
土
）　

　
午
後
１
時
30
分
〜（
約
２
時
間
）

○
実
施
場
所　
山
鹿
市
民
医
療  

　
セ
ン
タ
ー
施
設
内（
旧
山
鹿
市

　
立
病
院
）所
在
地
：
山
鹿
市
山
鹿

　
５
１
１　

○
参
加
費　
無
料

○
問
い
合
わ
せ
先　

　
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６‐

３
８
４‐

１
０
１
２

　
人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
試
験
と
し
て
、
国
家
公
務

員
採
用
Ⅲ
種
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２

　
日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
方

○
受
付
期
間　
６
月
21
日（
火
）〜

　
６
月
28
日（
火
）

○
試
験
日　
９
月
４
日（
日
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２‐

４
３
１‐

７
７
３
３

　
介
護
支
援
専
門
員(

ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー)

実
務
研
修
受
講
試

験
は
、
熊
本
県
知
事
の
指
定
を
受

け
、次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
試
験
日　
10
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

○
試
験
会
場　
熊
本
学
園
大
学

　
又
は
熊
本
大
学

○
受
験
資
格　
原
則
と
し
て
、
保

　
健
、医
療
、福
祉
の
分
野
で
通
算

　
５
年（ 

一 

部
10
年
）以
上
の
実
務

　
経
験
を
有
す
る
方

○
試
験
案
内
配
布
期
間

　
６
月
13
日（
月
）〜
７
月
20
日（
水
）

○
試
験
案
内
配
布
場
所

　
阿
蘇
市
社
会
福
祉
協
議
会　
他

○
受
験
申
込
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
金
）〜
７
月
20
日（
水
）

○
受
験
手
数
料　
８
，０
０
０
円

※

そ
の
他
、
受
験
の
申
込
方
法
な

　
ど
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会　

　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６‐

３
２
２‐

８
０
７
７

高
齢
者
無
料
職
業
相
談

オ
ス
ト
メ
イ
ト(

人
工
肛
門
、

人
工
膀
胱
保
持
者)

医
療
相
談
会

国
家
公
務
員
採
用

　
Ⅲ
種
試
験
の
お
知
ら
せ　

介
護
支
援
専
門
員(

ケ
ア
マ
ネ)

実
務
研
修
受
講
試
験

労働保険年度更新のお知らせ
　今年度の申告・納付の期間は７月１１日までとなっております。
熊本労働局または最寄りの労働基準監督署などで申告・納付
してください。
　なお、６月２０日から７月１１日にかけて県内各地で開催される
集合受付会で申告することもできます。
　年度更新手続きを怠ると、「国」で保険料を決定するほか、
追徴金が課せられることがありますので、必ず期限内に申告・
納付されますようお願いします。
　また、労働保険は、農林水産業の一部を除いて、一人でも
労働者を雇用している場合は、必ず加入しなければならない制
度です。労働者を雇用している事業主の方で、労働保険の加
入手続きがお済になっていない場合は、最寄りの労働基準監
督署又はハローワークにご相談のうえ、速やかに加入されます
ようお願いします。
○問い合わせ先　熊本労働局総務部　労働保険徴収室
　　　　　　　　☎０９６‐２１１‐１７０２
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お気づきですか、
　　　　児童虐待！

　児童への虐待は、近年増加の傾向にあり主な
児童虐待は４つに分類されます。

１　身体的虐待
　殴る、蹴る、投げとばす、首を絞める、溺れさせ
る、逆さ吊りにする、タバコの火を押しつけるな
ど、子どもに対する身体的な暴力です。後遺症を
残したり、最悪の場合は死に至ることもあります。

２　ネグレスト（不適切な養育）
　家に監禁する、登校させない、重大な病気に
なっても医者に連れて行かない、充分な食事を
与えない、ひどく不潔なままにする、車の中に放
置するなど、健康状態を損なう程の不適切な養
育、あるいは危険についての重大な不注意を犯
すことです。最悪の場合、栄養失調や脱水症状な
どで死に至る場合もあります。

３　性的虐待
　子どもに性的ないたずらをしたり、性的関係を
強要したりすることです。父親（実父、義父）が娘
を対象にすることが多く、兄が妹に対して行うこ
ともあります。
　異性への極端な嫌悪感を植えつけるなど心身
ともに大きな傷を残す行為です。

４　心理的虐待
　「おまえなんか産まなければよかった」などひ
どい言葉でなじったり、極端に無視することに
よって子どもにも心理的な傷を負わせることで
す。強いおびえやうつ状態、強い攻撃性などの異
常な精神状態があらわれる場合もあります。

　オオキンケイギクは５月から６月の初夏にかけて鮮や
かな黄色の花を咲かせるキク科の多年草です。この植
物は繁殖力が非常に強く、放っておくと在来の植物の生
育場所を奪い、地域の自然環境に影響を与える恐れが
あります。
　オオキンケイギクは道路わきや庭先など、身近なとこ
ろでみられます。この植物を見かけたら、以下のような方
法で駆除にご協力ください。
○自宅の敷地にオオキンケイギクがあった場合
　 種が熟す前に根ごと引き抜き、数日乾燥させて枯死
したら、燃料化ゴミとして処分してください。
○近所の空き地などにオオキンケイギクがあった場合
　 市役所市民環境課（☎２２－３１３５）または農政課
　（☎２２－３２７４）までお知らせください。
【問い合わせ先】
　環境省九州地方環境事務所　野生生物課
　　　　　　　☎０９６‐２１４‐０３３９

　オオキンケイギクは５月から６月の初夏にかけて鮮や
かな黄色の花を咲かせるキク科の多年草です。この植
物は繁殖力が非常に強く、放っておくと在来の植物の生
育場所を奪い、地域の自然環境に影響を与える恐れが
あります。
　オオキンケイギクは道路わきや庭先など、身近なとこ
ろでみられます。この植物を見かけたら、以下のような方
法で駆除にご協力ください。
○自宅の敷地にオオキンケイギクがあった場合
　 種が熟す前に根ごと引き抜き、数日乾燥させて枯死
したら、燃料化ゴミとして処分してください。
○近所の空き地などにオオキンケイギクがあった場合
　 市役所市民環境課（☎２２－３１３５）または農政課
　（☎２２－３２７４）までお知らせください。
【問い合わせ先】
　環境省九州地方環境事務所　野生生物課
　　　　　　　☎０９６‐２１４‐０３３９

　　　　　相談援助機関
○熊本県中央児童相談所　☎096-381-4411
○阿蘇市健康福祉課　　　☎22-3167

　　虐待を発見されたら通報してください。
　　通報者のプライバシーは、固く守ります。
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特定外来生物「オオキンケイギク」の
駆除にご協力ください！

お気づきですか、
　　　　児童虐待！

　児童への虐待は、近年増加の傾向にあり主な
児童虐待は４つに分類されます。

１　身体的虐待
　殴る、蹴る、投げとばす、首を絞める、溺れさせ
る、逆さ吊りにする、タバコの火を押しつけるな
ど、子どもに対する身体的な暴力です。後遺症を
残したり、最悪の場合は死に至ることもあります。

２　ネグレスト（不適切な養育）
　家に監禁する、登校させない、重大な病気に
なっても医者に連れて行かない、充分な食事を
与えない、ひどく不潔なままにする、車の中に放
置するなど、健康状態を損なう程の不適切な養
育、あるいは危険についての重大な不注意を犯
すことです。最悪の場合、栄養失調や脱水症状な
どで死に至る場合もあります。

３　性的虐待
　子どもに性的ないたずらをしたり、性的関係を
強要したりすることです。父親（実父、義父）が娘
を対象にすることが多く、兄が妹に対して行うこ
ともあります。
　異性への極端な嫌悪感を植えつけるなど心身
ともに大きな傷を残す行為です。

４　心理的虐待
　「おまえなんか産まなければよかった」などひ
どい言葉でなじったり、極端に無視することに
よって子どもにも心理的な傷を負わせることで
す。強いおびえやうつ状態、強い攻撃性などの異
常な精神状態があらわれる場合もあります。

　オオキンケイギクは５月から６月の初夏にかけて鮮や
かな黄色の花を咲かせるキク科の多年草です。この植
物は繁殖力が非常に強く、放っておくと在来の植物の生
育場所を奪い、地域の自然環境に影響を与える恐れが
あります。
　オオキンケイギクは道路わきや庭先など、身近なとこ
ろでみられます。この植物を見かけたら、以下のような方
法で駆除にご協力ください。
○自宅の敷地にオオキンケイギクがあった場合
　 種が熟す前に根ごと引き抜き、数日乾燥させて枯死
したら、燃料化ゴミとして処分してください。
○近所の空き地などにオオキンケイギクがあった場合
　 市役所市民環境課（☎２２－３１３５）または農政課
　（☎２２－３２７４）までお知らせください。
【問い合わせ先】
　環境省九州地方環境事務所　野生生物課
　　　　　　　☎０９６‐２１４‐０３３９

　オオキンケイギクは５月から６月の初夏にかけて鮮や
かな黄色の花を咲かせるキク科の多年草です。この植
物は繁殖力が非常に強く、放っておくと在来の植物の生
育場所を奪い、地域の自然環境に影響を与える恐れが
あります。
　オオキンケイギクは道路わきや庭先など、身近なとこ
ろでみられます。この植物を見かけたら、以下のような方
法で駆除にご協力ください。
○自宅の敷地にオオキンケイギクがあった場合
　 種が熟す前に根ごと引き抜き、数日乾燥させて枯死
したら、燃料化ゴミとして処分してください。
○近所の空き地などにオオキンケイギクがあった場合
　 市役所市民環境課（☎２２－３１３５）または農政課
　（☎２２－３２７４）までお知らせください。
【問い合わせ先】
　環境省九州地方環境事務所　野生生物課
　　　　　　　☎０９６‐２１４‐０３３９

　　　　　相談援助機関
○熊本県中央児童相談所　☎096-381-4411
○阿蘇市健康福祉課　　　☎22-3167

　　虐待を発見されたら通報してください。
　　通報者のプライバシーは、固く守ります。
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農業委員会だより

農
地
の
賃
借
や
売
買
の
権
利
移
動
は
、

農
業
委
員
会
に
届
け
出
て

許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
！

● 

届
出
が
必
要
な
要
件
は
、

　

 

農
地
法
第
18
条
６
項
（
賃
借
権
等
の
解
除
の
届
出
）

　

農
地
法
第
３
条
（
農
地
と
し
て
の
賃
貸
借
や
売
買
）

　

農
地
法
第
４
条
（
自
己
所
有
農
地
を
転
用
す
る
場
合
）

　

農
地
法
第
５
条
（
売
買
や
賃
借
で
転
用
を
行
う
場
合
）

　

利
用
権
設
定
（
農
地
の
賃
貸
借
、
売
買
）
な
ど
で
す
。

㊟ 

農
業
委
員
会
は
、
毎

月
25
日
（
土
日
祝
日

に
か
か
る
場
合
は
前

後
し
ま
す
。
）
に
開

催
さ
れ
、
申
請
の
締

め
切
り
は
、
毎
月
18

日
（
土
日
祝
日
に
か

か
る
場
合
は
前
後
し

ま
す
。
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

農
地
の
贈
与
、
相
続
は
法
律
に
基
づ
き

適
切
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

農
地
を
家
族
に
贈
与
す
る
場
合
、
２
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

【
一
括
贈
与
】

　

農
地
の
み
を
耕
作
目
的
で
一
括
に
贈
与
す
る
こ
と

に
よ
り
、
贈
与
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。

　

た
だ
し
、
３
年
毎
に
贈
与
税
・
不
動
産
取
得
税
の

猶
予
の
届
出
を
税
務
署
及
び
県
振
興
局
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
贈
与
し
た
農
地
を
売
買

や
賃
貸
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
部
分
・
全
部

の
贈
与
税
が
確
定
し
ま
す
。
）

【
相
続
時
精
算
方
式
】

　

農
地
を
含
む
資
産
を
贈
与
す
る
場
合
（
宅
地
・
家

屋
等
を
含
む
）
、
２
，
５
０
０
万
円
内
で
あ
れ
ば
、

相
続
時
に
そ
の
贈
与
税
（
こ
の
場
合
は
相
続
税
と
し

て
）
を
精
算
す
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
前
年
に
税
務
署
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

の
で
、
資
産
証
明
書
を
取
ら
れ
、
一
度
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎ 

法
改
正
に
よ
り
相
続
の
場
合
も
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

 

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
２
２
‐
３
２
５
４
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

●
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

 

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
の
方
や
、
配

偶
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

●
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す

　

 

自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
を
将
来
受
給

す
る
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て
る
、
積
み
立
て
方

式
の
年
金
で
す
。

●
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　

 

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、
自
分

で
保
険
料
を
決
め
ら
れ
ま
す
。
（
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
ま
で
。
）

●
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
障
付
き
で
す

　

 

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
加
入
者
・
受
給
者

が
80
歳
前
に
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
日

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
、
農
業

者
老
齢
年
金
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
手
厚
い
政
策
支
援
が
あ
り
ま
す

　

 

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
な
ど
、
農
業
の

担
い
手
と
な
る
方
に
は
、
国
か
ら
月
額
最
高
１
万
円
の

保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す
。
国
庫
補
助
額
も
自
分
の
年

金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

※ 

農
業
者
年
金
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
、
Ｊ
Ａ
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ま
へ

「
現
況
届
」
を
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
に
現

況
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
５
月
末
に
農
業
年
金
基
金
か

ら
現
況
届
の
通
知
が
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
署
名
の

上
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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■第７回阿蘇市民スポーツ大会
　市民の健康増進と親
睦を図る目的で毎年開
催される「阿蘇市民ス
ポーツ大会」。今年も
以下の日程で開催され
ます。毎年、２００名
近くの市民の皆さんに
参加いただき、熱戦が繰り広げられています。
　

○日時　　７月２４日（日）午前９時～
○場所　　阿蘇体育館（内牧）
○参加資格　▶ 阿蘇市在住の方（地域・職場での参

加可能）
　　　　　　▶満１８歳以上の男女（学生を除く）
○競技種目　
▶ミニバレーの部　　
　 １チーム５名とし、65歳以上の男性または女性
が３名必ず出場する。
　（ただし、６５歳未満の男性は２名まで）
▶ソフトバレーの部　
　 １チーム４名とし、65歳以上の男性または女性
が２名必ず出場する。
　（ただし、６５歳未満の男性は２名まで）
○参加料　　１チーム　１，０００円
○申込締切　７月１５日（金）
○問い合わせ先　阿蘇市教育委員会　社会体育係

☎２２－３２２９

■阿蘇まちめぐり涼水祭

■阿蘇ジオパークフォーラム
～世界ジオパークを目指して～
　阿蘇青年会議所主管による、阿蘇ジオパーク
フォーラムが下記のとおり開催されます。ふるさと
の未来を一緒に考えてみませんか？入場は無料で
す。ぜひご来場ください。
○日時　７月９日(土)　15：30～18：00
　　　　　　(受付開始15：00）
○場所　阿蘇体育館（内牧）
○内容　 
第１部：記念公演『ジオパークがひらく地域の未来』
　　　　講師： 渡辺真人氏（日本ジオパーク委員会

事務局）
第２部： パネルディスカッション『ジオパーク活動

を活かした地域活性化の手法』
▶ 臨時託児所も用意されていますので、ご利用くだ
さい。
▶当日は、手話同時通訳も行われます。
○主催　公益社団法人日本青年会議所
　　　　九州地区　熊本ブロック協議会
○問い合わせ先　阿蘇青年会議所事務局
　　　　　　　　☎２４－６１１７

■図書館おはなし会
　読み聞かせボランティア「おはな
しアップル」の皆さんによる楽しい
会です。
○日時　６月２５日（土）午後２時～
○場所　阿蘇図書館おはなしコーナー
○問い合わせ先　阿蘇図書館　☎３２－００６７

参加チームを募集します！
奮ってご参加ください！
参加チームを募集します！
奮ってご参加ください！

　３月１２日の九州新幹線全線開業に合わせて開催
中の「阿蘇ゆるっと博」。夏の限定イベントとして
「阿蘇まちめぐり涼水祭」が開催されています。
○イベント内容
・ 観光案内所などに設置の涼水祭限定
　　　　　　　　　　　「涼みうちわ」をゲット！
　商店街の参加店舗で「涼みうちわ」を提示すれば、素
敵なプレゼントがもらえたり、お得なサービスや割引特
典などが受けられます。
・各商店街を巡る「涼水祭スタンプラリー」
　１２箇所の商店街を巡って、スタンプを６個以上集め
たら、応募者の中から抽選で、商店街で利用できるお買
物券がプレゼントされます。
※ その他、各商店街では様々なイベントを用意。　
この夏は商店街で涼しさを体験しよう！
○期間　８月３１日(水)まで(６月１日から開催中)
○問い合わせ先　㈶阿蘇地域振興デザインセンター

　☎２２－４８０１



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

６
月
〜
７
月
の
催
し
も
の

■スポーツ施設スケジュール
※内容は５月１８日現在の情報です

阿蘇体育館 ☎３２－４０００
６月
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11(土)～12(日) 熊本県中学生バスケットボール優勝大会
19(日) 大阿蘇Ｖリーグ

24(金) ＪＡ阿蘇総代会

25(土)～26(日) 阿蘇郡市中体連大会

７月
3(日) 阿蘇郡市民体育祭

9(土)～10(日) 日本青年会議所九州地区熊本ブロック協議会大会

農村公園あぴか ☎３２－５０８１
６月
25(土) 阿蘇郡市中体連

７月
3(日) 阿蘇郡民体育祭（弓道・ソフトボール）

7(木) 菊池・阿蘇グランドゴルフ大会

■阿蘇いこいの村あじさい祭り
～5 , 000株のあじさい彩る～

　あじさい祭り期間中は公園の入園料は無料です。
この時期しか見ることができない、色鮮やかなあじ
さいの花をぜひご覧ください。
○期間　7月17日（日）まで　　　
（6月3日から開催中)
○問い合わせ先　
　リゾートホテル         
　阿蘇いこいの村　     
　　☎３４‐２１５１

　

第
66
回
熊
本
県
民
体
育
祭
が
９
月
17

日(

土)

〜
18
日(

日)

の
予
定
で
開
催
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
阿
蘇
郡
市
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
予
選
会
が
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

【
第
１
回
予
選
会
】

○
日
時　

６
月
25
日(

土)

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

○
場
所　

菊
陽
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

【
第
２
回
予
選
会
】

○
日
時　

７
月
２
日(

土)

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

○
場
所　

ス
ポ
ラ
ボ
ウ
ル(

白
山
通
り
九
品
寺)

（
共
通
事
項
）

○
ゲ
ー
ム
数　

ア
メ
リ
カ
ン
方
式　

６
Ｇ

○
参
加
料　

自
己
負
担

（
そ
の
他
）

▼ 

県
民
体
育
祭
出
場
選
手
は
予
選
12
Ｇ

ト
ー
タ
ル
の
上
位
４
名
と
し
、
そ
の

他
補
欠
選
手
１
名
を
決
定
す
る
。
な

お
、
ハ
ン
デ
ィ
は
県
民
体
育
祭
要
項

と
す
る
。

○
申
込
期
限　

６
月
24
日(

金)

○ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

阿
蘇
郡
市

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局　

松
田
征
次

　

(

☎
０
９
０
‐
７
４
５
５
‐
８
７
０
０)

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
予
選
会

ひご覧ください。
7日（日）まで　　
ら開催中)
先
テル         
の村　    
２１５１

■旬の野菜を使った波野のお母さんの味
『旬菜家庭料理』オープン

　波野地区の旬の食材を用いた、お母さん達の家庭
料理を、ランチで提供する取り組み『旬菜家庭料
理』が、６月12日(日)から始まります。
　なみの高原の母の味を、味わいにきませんか？
○日時　６月12日(日)　12:00～13:00
　　　　※以降は毎月１回、第２日曜日に開店。
○場所　なみの高原やすらぎ交流館
　　　　（波野大字小地野663番地1）
○料金　１，０００円
※限定３０食につき、事前予約をお勧めします。
○問い合わせ先　なみの高原やすらぎ交流館

☎２３‐０５５５

■ペンションの日感謝祭
　乙姫ペンション村では、今年も『ペンションの日
感謝祭』が開催されます。
　毎年好評のノミの市は出店も自由にできます（参
加費無料）。ミニコンサートやプレゼント(数量限
定)もご用意しています。ぜひご来場ください。

○日時　６月１９日（日）11:00～15:00
○場所　乙姫ペンション村
○主催　熊本県ペンション協会
○後援　熊本県観光連盟
○問い合わせ先　ウィンディアンブレラ　栗原
　　　　　　　　　　　　　　　☎３２‐３９５１

▲昨年の様子
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ふ
ろ
あ
ら
い

碧
水
小
学
校　

４
年(
現
５
年)　
　

西
岡
陸り
く
お王

　

あ
る
日
、
学
校
か
ら
帰
る
と
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、

「
お
ふ
ろ
洗
っ
と
い
て
。」

と
言
っ
た
。

　

ぼ
く
は
麦
茶
を
飲
ん
だ
後
、
風
呂
場

に
行
っ
て
、ま
ず
ふ
ろ
の
水
を
ぬ
い
た
。

ぬ
く
と
き
に
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
間
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
、
水
が
な
く
な
る
の
を
待
っ

て
い
た
。

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
畑
か
ら
帰
っ
て
き

た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
ふ
ろ
洗
っ
た
？
」

と
外
か
ら
聞
い
た
。
ぼ
く
は
わ
す
れ
て

い
た
の
で
、

「
あ
っ
、
ま
だ
や
っ
て
な
か
っ
た
。」

と
言
っ
て
、
す
ぐ
ふ
ろ
場
に
行
っ
た
。

取
っ
手
が
つ
い
た
新
し
い
ブ
ラ
シ
に
せ

ん
ざ
い
を
つ
け
て
、
ゆ
か
や
ふ
ろ
の
中

を
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
っ
た
。
ピ
カ
ピ
カ
に

な
っ
た
。

　

せ
ん
を
し
て
、
お
ふ
ろ
の
ふ
た
を
少

し
あ
け
て
、
じ
ゃ
口
み
た
い
な
回
す
や

昨
年
度
の
阿
蘇
市
人
権
作
文
集
『
か
け
は
し
』
の
作
品
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
家
族
や
身
近
な
人
と
の
関
係
を
見
つ
め
直
し
、

人
権
や
差
別
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

つ
を
右
に
回
し
て
、
て
ん
ぴ
を
下
げ
て

お
湯
を
出
し
て
み
る
と
、
お
湯
が
出
な

か
っ
た
。（
あ
れ
っ
）
と
思
っ
て
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
、

「
お
湯
が
出
ら
ん
よ
。」

と
言
っ
た
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
台
所
か

ら
、

「
消
毒
の
水
、
入
れ
な
ん
。」

と
言
っ
た
の
で
、水
を
入
れ
た
。
で
も
、

お
湯
が
出
な
か
っ
た
。
ぼ
く
が
、

「
お
湯
が
出
ら
ん
よ
。」

と
言
っ
た
ら
、

「
自
分
で
考
え
て
や
っ
て
。」

と
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
言
っ
た
。
ぼ
く
は

お
ふ
ろ
の
い
す
に
す
わ
っ
て
五
分
く
ら

い
じ
っ
と
見
て
待
っ
て
い
た
。
水
が

ポ
ッ
タ
ン
ポ
ッ
タ
ン
と
落
ち
た
け
ど
、

お
湯
は
出
な
か
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
じ

い
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
き
た
と
同
時
に
、

お
湯
が
ジ
ャ
ー
と
出
た
の
で
、

「
ジ
ャ
ス
ト
タ
イ
ム
。」

と
、
ぼ
く
は
お
も
し
ろ
く
言
っ
た
。

そ
の
後
、
お
湯
じ
ゃ
な
く
て
水
に
な
っ

て
い
な
い
か
と
思
っ
て
、
右
手
の
人
差

し
指
で
さ
わ
っ
た
ら
、す
ご
く
熱
く
て
、

「
あ
ち
っ
。」

と
言
っ
た
。
や
け
ど
し
た
。
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、

「
ば
か
じ
ゃ
な
い
ね
。」

と
ち
ょ
っ
と
心
配
し
た
感
じ
で
言
っ
た

の
で
、す
ぐ
に
台
所
の
水
で
冷
や
し
た
。

五
分
ぐ
ら
い
で
治
っ
た
の
で
、（
よ
か
っ

た
）
と
思
っ
た
。

　

ふ
ろ
場
に
も
ど
っ
て
、
ブ
ラ
シ
、
せ

ん
ざ
い
を
な
お
し
て
い
た
ら
、
い
い
に

お
い
が
し
た
の
で
、何
か
な
と
思
っ
て
、

「
こ
の
に
お
い
、
な
に
〜
。」

と
聞
い
た
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
知
り
ま
せ
ん
。」

と
わ
ざ
と
ら
し
く
言
っ
た
か
ら
、（
何

か
な
〜
）
と
思
っ
て
、台
所
に
行
く
と
、

ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
だ
っ
た
。
と
て
も
い
い

に
お
い
が
し
た
。
そ
の
後
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
度　

阿
蘇
市
人
権
作
文
集

「
か
け
は
し
」
よ
り

6月22日（水）
7月20日（水）

6月23日（木）
7月21日（木）

夜間開館のお知らせ
7，8月は週に一回、午後8時まで開館します。
・阿蘇図書館　毎週水曜日（7/6,13,20,27　　8/3,10,17,24）
・一宮図書館　毎週木曜日（7/7,14,21,28　　8/4,11,18,25）

図書館へ行こう！図書館へ行こう！図書館へ行こう！
開館時間：火～金…9：00～18：00
　　　　　土・日…9：00～17：00
休 館 日：毎週月曜、毎月月末、祝日

問い合わせ先：阿蘇図書館 ☎３２－００６７　一の宮図書館 ☎２２－２９１６

○移動図書館車「あそ号」巡回日程
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子育て支援センター情報
市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。どのセンターもご自由にご利用いただけます。

日にち 活　動　予　定

6/15 作って遊ぼう！
（手作りおもちゃ）

6/22 誕生会・計測日・骨密度測
定・保健師による育児講座

6/29 笹飾りを作ろう！

7/7 波野保育園の七夕様に参加
しよう！

7/13 酒まんじゅう作り
※要予約

7/15 波野保育園の夜の集いに参
加しよう！（18：00～）

の ん び り 広 場 す く す く 広 場 ぴ よ ぴ よ 広 場
日にち 活　動　予　定

6/16
調理実習（9：30一の宮保
健センター集合　米１合持
参）※要予約

6/21
お店屋さんごっこ遊び（準
備：レストランのメニュー
作りをします）

6/23
お店屋さんごっこ遊び（開
店：レストランごっこを楽
しみましょう）

6/28 誕生会・計測日
7/5 七夕飾り作り

7/7
七夕の集い（パネルシア
ターによる七夕のお話を楽
しむ）

7/15
わいわい子育て相談会（乳
幼児健診医：江崎真澄先生
による相談会）

日にち 活　動　予　定

6/15
誕生会・体験試食会、おは
なし会（おはなしボラン
ティア「アップルさん」）

6/22 郷土料理講習会（10：00
開始）※児童委員さん交流

6/29 七夕飾りを作りましょう！

7/6 ぴよぴよ七夕お楽しみ会・
計測・相談・体験試食会

7/7 乙姫の家に行こう！（10：
00現地集合　七夕交流）

7/8 料理教室（9：30一の宮保
健センター集合）※要予約

7/13
救急法講習会「応急手当・
見学・体験」（10：15阿
蘇広域消防本部集合）センター開放時間

　月～金曜（9：00～14：00）
場　所　波野保育園☎２４－２８００
※育児相談を随時受け付けています。
　（電話相談も可）

センター開放時間　
　月～金曜（8：00～17：00）
　土曜（8：00～12：00）
場　所　一の宮子育て支援センター
　すくすくハウス(りんどう保育園横)
　　　　　　　☎２２－４５３９
※育児相談を随時受け付けています。
☎２２－３８５０（育児相談専用）

センター開放時間
　月～金曜（10：00～16：00）
場　所　阿蘇市子育て支援センター
　　　　　　　☎３２－３８４３
※育児相談を随時受け付けています。
（電話相談も可）
※第２土曜日開所しています。

各センターでは・・・
☆おやつ作りや親子クッキングなど
の調理実習にはエプロン・三角巾
（バンダナ可）が必要です。

子育て支援センター情報

今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

『
減
ら
そ
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』
に
思
う
こ
と

阿
蘇
市
食
生
活
推
進
員
協
議
会　

会
長　

森
紀
子

●
今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ

　

子
供
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

地
域
の
皆
様
が
明
る
く
健
康
で

暮
ら
す
た
め
に
、
食
生
活
改
善

推
進
員
協
議
会
で
は
幅
広
い
食

の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
市
の
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
の
共
通
テ
ー
マ
が
、

「
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
」
で
あ
り
、
最
も
効
果
が
あ

る
の
が
「
食
生
活
の
改
善
」
で

す
。
私
た
ち
の
活
動
も
、
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
全
体
活
動
テ
ー

マ
は
生
活
習
慣
病
予
防
『
減

ら
そ
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ(

塩
、
脂
肪
、

砂
糖)

、
増
や
そ
う
野
菜
』
と

し
、
各
支
部
で
も
次
の
よ
う
な

活
動
目
標
を
上
げ
て
い
ま
す
。

○
波
野
支
部

　

食
事
の
適
量
を
知
ろ
う

○
一
の
宮
支
部

　

減
ら
そ
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ

○
阿
蘇
支
部

　
 

自
分
の
体
を
知
る
た
め
に
健

診
を
受
け
て
も
ら
お
う

　

昨
年
は
、
生
活
習
慣
病
を
学
ぶ
た

め
に
「
健
診
結
果
か
ら
自
分
の
身
体

を
理
解
す
る
」
学
習
や
自
分
の
住
む

地
域
の
生
活
習
慣
病
の
実
態
を
健
康

づ
く
り
推
進
員
の
方
た
ち
と
学
ん
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
口
に
す
る
食

べ
物
が
私
た
ち
の
体
に
与
え
る
影
響

の
大
き
さ
と
、
活
動
を
通
し
て
皆
様

に
お
伝
え
す
る
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
今
年
も
学
習
を
重
ね
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
活
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
県
総
会
表
彰
に
つ
い
て

　

阿
蘇
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
は
県
下
で
も
伝
統
と
実
績
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
27
日
の
熊
本
県
食
生
活
改
善

推
進
員
協
議
会
総
会
で
は
、
推
進
員

と
し
て
25
年
以
上
活
動
さ
れ
た
方
88

名
が
熊
本
県
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
会
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
県
下
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お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程
心配ごと相談
７月６日(水)
　 9：00～12：00　阿蘇保健福祉センター
７月１４日(木)
　10：00～12：00　一の宮保健センター
社会保険出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
６月１７日(金)
　10：00～15：00　一の宮保健センター
７月６日(水)
　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-8144)

熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

各 種 健 診 の 日 程

３～４ヶ月児健診
６月１４日(火)　対象者　H23.2月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
７月１３日(水)　対象者　H22.11月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
６月２１日(火)　対象者　H21.10月生まれ
　受付　13：00～13：20　一の宮保健センター

３歳児健診
６月２９日(水)　対象者　H19.11月生まれ
　受付　13：00～13：20　阿蘇保健福祉センター

６ 月

７ 月

休 日 在 宅 医

もの忘れ相談日程

こころの相談日程

６月12日

６月19日

６月26日

７月３日

７月10日

脇胃腸科

坂梨ハートクリニック

たくもと小児科クリニック

栗林内科医院

家入整形外科

３２－２５００

２４－６２６２

３４－２２０２

２４－１０２４

３２－００４８

日時：６月２１日(火)　１５時～１７時
場所：阿蘇市役所
申し込み先(要予約)：高齢者支援課　☎２２－３１４５

日時：７月７日(木)　１０時～１６時
場所：一の宮保健センター
申し込み先：一の宮保健センター　☎２２－５０８８
☆毎月１回開設しています。予約をお願いします。

予 防 接 種

３種混合[予約制]
場 　所：阿蘇中央病院、小野主生医院、たくも
と小児科クリニック、松見内科クリニック
対象者：生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

ＢＣＧ[毎週第４火曜日]
場　所：一の宮保健センター
受　付：13:30～13:50
対象者：生後３ヶ月～６ヶ月未満

麻しん・風しん[予約制]
●対象者
　１期:１歳～２歳未満児
　２期:年長児に相当する方
　３期:中学１年生に相当する方
　４期:高校３年生に相当する方
● ポリオ･ＢＣＧ･麻しん･風しん等(生ワクチン)の予防接種を受けたら、２７日間は他の
予防接種は受けられません。３種混合・日本脳炎等(不活化ワクチン)の予防接種を受
けたら６日間は他の予防接種は受けられません。
●必ず母子手帳と問診票(３～４ヵ月児健診時に配布)を持参して下さい。

問い合わせ先：一の宮保健センター ☎２２－５０８８

24日(日) 第７回阿蘇市民スポーツ大会　阿蘇体育館

25日(土) ＡＳＯクリーン作戦　波野地区

日本脳炎[予約制]
対象者：３歳～７歳６ヶ月未満
　　　　９歳～13歳未満(※)
(※) 日本脳炎１期の接種が済んでいない
方は、２期の対象期間(９歳～13歳
未満)に１期の不足分を接種するこ
とがでます。

医療機関名
種類

麻しん風しん 日本脳炎
阿蘇温泉病院阿蘇温泉病院 ●● ●●
家入整形外科家入整形外科 ●●
市原胃腸科外科市原胃腸科外科 ●
小野主生医院小野主生医院 ● ●●
古閑医院古閑医院 ● ●●
坂梨ハートクリニック坂梨ハートクリニック ●
たくもと小児科クリニックたくもと小児科クリニック ● ●●
問端内科問端内科 ●
松見内科クリニック松見内科クリニック ● ●●
脇胃腸科脇胃腸科 ●
栗林内科医院栗林内科医院 ● ●●
波野診療所波野診療所 ●
阿蘇中央病院阿蘇中央病院 ●● ●●
○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。

・・・高齢者支援課☎５５－３１４５　一の宮保健センター☎５５－５０８８

10日(日) 阿蘇市農業委員会委員一般選挙

26日(火) 国造神社おんだ祭り

28日(木) 阿蘇神社おんだ祭り
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和田　一
ひとみ

美さん (2７) 内牧１区
阿蘇ホテル　勤務

〔血液型〕 Ｏ型 
〔趣味〕 遊びまわること。寝ること。読書
〔阿蘇の好きなところ〕自然、温泉
〔阿蘇市への要望〕
　内牧がもっと活性化して欲しいです。
〔好きな男性のタイプ〕かっこいい人、おし
　ゃれな人、ポジティブな人
〔好きな言葉〕昨日の自分に勝つ！

Ｑ．仕事の内容
　　主にフロント業務
Ｑ． 仕事で、日頃から心がけ

ていること
　　 お客様にとって“真に喜

ばれること”を常に考え
ています。また、スタッ
フ同士、仲よく働けるよ
うに。

【 ナ ス と 牛 肉 の 煮 込 み 】
材　料　（５人分）
・ナス・・・・・・３本(６００ｇ)
・ピーマン・・・・３個(１５０ｇ)
・トマト・・・・・３個(６００ｇ)
・牛肉・・・・・・・・・２００ｇ
・ニンニク・・・・・・・・２カケ
・油・・・・・・・・・・大さじ３

・砂糖・・・・・大さじ１/２
・しょうゆ・・大さじ2と1/2
・酒・・・・・・・大さじ２
・塩・・・・・・・・・少々

Ａ ① ナスはヘタを取り、縦半分に切って乱切りにす
る。ピーマンは縦半分に切り種を取り、乱切りに
する。トマトはヘタを取り、くし形切りにする。
ニンニクは薄皮をむき、包丁の腹や木べら等を
使ってつぶす。
②牛肉は一口大に切る。
③ 中華鍋に油を熱し、つぶしたニンニクを入れ、香
りがたったら肉を入れて炒める。焼き色がついた
ら一度取り出しておく。
④ 同じ鍋にナスを入れて炒め、Ａの調味料、取り出
しておいた肉を加えて煮る。
⑤ ナスがしんなりしたら、ピーマンとトマトを加え
３～４分程煮込む。
⑥最後に味をみて塩で味を調える。
※ 食改の知恵袋：旬の野菜と、くまもとの赤牛(阿
蘇王)を使用し、まるごと地産地消の煮込みを作
りました。

作 り 方

野菜の適量(成人)は、緑黄色野菜
が150ｇ/日、淡色野菜が250ｇ/
日とされていますが、煮込むこと
でカサが減るため、無理なく野菜
を食べられます。今回の一品は、
焼肉の材料に似ていますので、
残った野菜やお肉を利用して作ら
れてみてはいかがでしょうか。

＜栄養士より一言＞

ナスと牛肉の煮込み

エネルギー：227 kcal
脂　　　質： 　12.9ｇ
塩　　　分：  　 2.1ｇ

たんぱく質：11.1ｇ
カルシウム：39ｍｇ
塩　　　分：  2.1ｇ

６５年の歴史ある阿蘇中学校で最後の体育大会６５年の歴史ある阿蘇中学校で最後の体育大会

　５月２１日、来年４月から阿蘇北中と統合する阿蘇中学校（黒川）で、この校庭では最後となる体育大会が
開催されました。雄大な阿蘇五岳を背景に生徒たちは、先輩たちが築いてきた阿蘇中ならではの体育大会を立
派に締めくくろうと皆一生懸命がんばりました。また、阿蘇北中学校１、２年の学級委員と生徒会の皆さんも
応援にかけつけ友情の絆を温めました。

　５月２１日、来年４月から阿蘇北中と統合する阿蘇中学校（黒川）で、この校庭では最後となる体育大会が
開催されました。雄大な阿蘇五岳を背景に生徒たちは、先輩たちが築いてきた阿蘇中ならではの体育大会を立
派に締めくくろうと皆一生懸命がんばりました。また、阿蘇北中学校１、２年の学級委員と生徒会の皆さんも
応援にかけつけ友情の絆を温めました。

写真は全校生徒による「よさこいソーラン」写真は全校生徒による「よさこいソーラン」
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